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9月30日、市民「運動の祭

典」＆城下町しばた歴史ウォーク

が五十公野公園陸上競技場などで

開催されました。

市民「運動の祭典」では、誰に

でもできる運動コーナーや見て楽

しむダンス、新体操の発表会など

があり、参加者は健康づくりに汗

を流しました。
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ま
た
本
会
議
初
日
と
最
終
日
で
は
、
事

前
に
新
聞
に
副
市
長
名
が
挙
が
っ
た
報
道

や
、
突
然
こ
の
時
期
に
お
い
て
の
議
案
提

出
な
ど
、
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
と
市
長

に
対
す
る
発
言
が
複
数
あ
っ
た
。

し
か
し
最
終
的
に
同
議
案
は
、
議
員
全

員
が
賛
成
し
可
決
さ
れ
た
。
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○
副
市
長
　
（
同
意
）

小
川
　
　
弘
　
氏
（
舟
入
町
２
）

人 

事 

人 

事 

本
会
議
初
日
に
お
い
て
、
市
長
か
ら

「
新
発
田
市
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
制
定
に
つ

い
て
、
提
案
が
あ
っ
た
。

「
地
方
分
権
改
革
、
合
併
に
よ
り
拡

大
・
複
雑
化
し
た
行
政
分
野
、政
策
課
題
、

事
務
事
業
、
地
域
の
諸
問
題
に
対
し
、
副

市
長
を
二
人
体
制
と
し
、
政
策
執
行
の
迅

速
化
を
図
り
た
い
。

市
長
は
『
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』
と

し
て
、
重
点
的
、
戦
略
的
、
長
期
的
な
よ

り
高
度
的
な
政
策
課
題
に
集
中
し
て
取
り

組
み
、
こ
う
し
た
政
策
課
題
の
解
決
に
一

層
力
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
り
、『
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
』の
強
化
を
図
り
た
い
」

と
提
案
の
理
由
を
示
し
た
。

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委

員
会
に
付
託
、
審
査
さ
れ
、
副
市
長
の
複

数
制
は
、
合
併
に
よ
り
行
政
区
域
が
広
く

な
っ
た
こ
と
、
円
滑
な
行
政
運
営
が
期
待

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
可
決
す
べ
き
と
決

し
、委
員
長
か
ら
本
会
議
に
報
告
さ
れ
た
。

副
市
長
を
二
人
体
制
と

す
る
定
数
条
例
改
正
案

を
提
出

副
市
長
を
二
人
体
制
と
す
る
条
例
改
正
案
と
、

新
た
に
小
川
弘
氏
を
選
任
す
る
人
事
案
が
九
月
定
例
会
に
提
出

本
会
議
最
終
日
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
前
市
議
会
議
長
の
小
川
弘
氏
を
新
た
に
副
市
長
と
す
る
人
事
案
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
後
、
採
決
を
行
い
　
賛
成
者
二
十
五
人
、
反
対
者
四
人
で
可
決
と
な
っ
た
。

副
市
長
の
定
数
を
二
人
と
す
る
条
例
改

正
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
本

会
議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
新
た
に
小
川

弘
氏
を
副
市
長
に
選
任
し
た
い
と
提
案
が

あ
っ
た
。（
小
川
弘
氏
は
、
前
市
議
会
議

長
で
四
月
の
議
員
任
期
満
了
を
も
っ
て
勇

退
）こ

の
人
事
議
案
に
つ
い
て
、
無
記
名
投

票
に
よ
っ
て
採
決
を
行
う
こ
と
に
な
り
議

長
を
除
く
議
員
全
員
の
二
十
九
人
が
投
票

を
行
っ
た
。

投
票
終
了
後
、
直
ち
に
議
場
内
に
お
い

て
、
三
人
の
議
員
の
立
会
い
の
中
で
開
票

が
行
わ
れ
た
。

開
票
の
結
果
は
、
賛
成
票
二
十
五
票
、

反
対
票
四
票
で
あ
っ
た
た
め
、
同
人
事
議

案
は
賛
成
多
数
で
同
意
す
る
こ
と
に
決
し

た
。※

総
務
常
任
委
員
会
で
関
連
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
１８
ペ
ー
ジ

参
照
）

副
市
長
の
定
数
を
二
人
と
す
る
条
例
改

正
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
本

会
議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
新
た
に
小
川

弘
氏
を
副
市
長
に
選
任
し
た
い
と
提
案
が

あ
っ
た
。（
小
川
弘
氏
は
、
前
市
議
会
議

長
で
四
月
の
議
員
任
期
満
了
を
も
っ
て
勇

退
）こ

の
人
事
議
案
に
つ
い
て
、
無
記
名
投

票
に
よ
っ
て
採
決
を
行
う
こ
と
に
な
り
議

長
を
除
く
議
員
全
員
の
二
十
九
人
が
投
票

を
行
っ
た
。

投
票
終
了
後
、
直
ち
に
議
場
内
に
お
い

て
、
三
人
の
議
員
の
立
会
い
の
中
で
開
票

が
行
わ
れ
た
。

開
票
の
結
果
は
、
賛
成
票
二
十
五
票
、

反
対
票
四
票
で
あ
っ
た
た
め
、
同
人
事
議

案
は
賛
成
多
数
で
同
意
す
る
こ
と
に
決
し

た
。 新

た
な
副
市
長
に
、
前
市
議

会
議
長
の
小
川
弘
氏
の
選
任

を
求
め
る
議
案

副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子副市長を選任する開票作業の様子

※
総
務
常
任
委
員
会
で
関
連
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
１８
ペ
ー
ジ

参
照
）
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三
日
市
に
約
九
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
新
保
育
園
の
建
設
事
業

用
地
を
県
営
圃
場
整
備
事
業
関

連
用
地
か
ら
取
得
す
る
た
め
加

治
郷
土
地
改
良
区
と
仮
契
約
。

こ
れ
を
本
契
約
と
し
用
地
取
得

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

用
地
は
、
七
葉
中
学
校
近
く

の
創
設
非
農
用
地
で
、
取
得
額

加
治
・
中
倉
地
区
の
保
育
園

を
統
合
す
る
新
保
育
園
の
建

設
用
地
を
確
保

九
月
定
例
会
に
お
い
て
、
他
に
一
般
旅
券
発
給
事
業
、
西
部
工
業
団
地
維
持

管
理
・
販
売
促
進
事
業
、
小
学
校
通
学
バ
ス
運
行
事
業
の
補
正
予
算
案
や
、

加
治
・
中
倉
地
区
統
合
保
育
園
建
設
用
地
取
得
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
た
。

は
約
四
千
三
百
七
十
万
円
。

加
治
地
区
の
加
治
保
育
園
、

上
舘
保
育
園
と
、
中
倉
地
区
の

中
倉
保
育
所
、
蔵
光
保
育
所
の

老
朽
化
し
た
四
施
設
を
統
合

し
、
新
た
な
保
育
園
を
建
設
す

る
た
め
の
用
地
。

平
成
十
九
年
度
当
初
予
算
に

取
得
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。な

お
、
建
設
は
平
成
二
十
年

度
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
。

市庁舎施設維持管理事務費
1033万円

※市庁舎の一部改修工事費
及び図書館脇駐車場拡大
経費

一般旅券発給事業 325万円
※平成20年度からパスポー
ト発給事務を県から引き
継ぐための準備経費

地域福祉基金費 1000万円
※下越総合健康開発センターからの寄付
金の基金への積立金

乳幼児医療費助成事業 1515万円
※県の助成制度の拡大に伴う経費
広域ごみ処理施設運営事業 2481万円
※普通交付税確定に伴う新発田広域事務
組合負担金

西部工業団地維持管理・販売促進事業
3023万円

※同団地の用地購入及び工場等の建設事
業所に対する助成金

月岡温泉周辺整備事業 2600万円
※頑張る地方応援プログラムの一環
新発田中央公園芝生広場整備事業

1800万円
※トキめき新潟国体の会場整備費
小学校通学バス運行事業 7218万円
※加治川統合小学校の通学用バス購入経
費

市立保育園民営化の現在の状況
三の丸保育園は、新潟市の（福）大形福祉会から応募が

あり審査手続きを進めていると6月定例会で報告した
が、その後、審査会での委譲先として妥当であるとの結
論を受け、市として正式に決定し8月7日付けで法人に
通知した。保護者にもお知らせし、8月24日に保護者、
法人、市の三者懇談会で民営化に向けた協議を開始した
ところである。
図書館運営業務の民間委託
図書館利用者の視点に立ったより高いサービスの提供

に向け、図書館運営業務の一部民間委託を10月1日から
実施する。
委託事業者募集に際しては、特定非営利活動法人

（NPO法人）やそれに類する団体を5月から2ヵ月間に渡
って募集した。5件の問い合わせがあり、最終期限まで
に1団体の応募があった。
選定委員会の厳正な審査で、NPO法人「まちづくり

研究会新発田」を委託候補者としての承認を得たことか
ら9月3日に業務委託契約を締結した。
図書の貸出、返却、製本や装備等の利用者と接する業

務を中心に委託し、図書の選書、郷土史の資料収集や経
理の基本業務は図書館職員が行う。
これにより閉館1時間延長や祝日開館等のサービス提

供が可能となる。

中越沖地震被災地への支援状況
災害発生直後の7月16日から被災地の要請に基づき、

水道局の給水活動や広域消防本部の救急・救出活動を行
った。翌17日からは県北地方振興促進協議会の構成市
町村に救援物資の支援を呼び掛け、簡易トイレ1,600個、
タオル3,000枚、ブルーシート970枚や飲料水、生活用
品等を支援した。また、8月末現在、配水管や下水道等
のライフライン復旧活動に延べ56人、建物などの危険
度調査や家屋調査、道路の応急復旧活動に延べ88人、
避難所運営や被災者の健康管理活動に延べ80人の合計
224人の職員を派遣した。
総合防災訓練の取り組み
本市は「櫛形山地活断層」「月岡活断層」があり、ハ

ザードマップの被害想定結果や中越沖地震を教訓に、災
害計画を見直している。災害時の備蓄は、民間企業との
「災害時救援協定」により安定的供給を確保し、今後も
協定締結を進め万全を期したい。
9月1日の防災の日には、防災関係機関及び市民の参

加を得て、カルチャーセンターで総合防災訓練を実施し、
関係機関との連携強化を図り、市民に対する防災意識の
啓発を行った。

〈主な補正内容〉
一
般
会
計
予
算

3
6
8
億

1
2
0
0
万
円
に

一
般
会
計
予
算

2
億
8
4
0
0
万
円
の
増
額
補
正

加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地加治・中倉地区統合保育園建設用地

加
治
駅 

新
発
新
発
田
駅 

新
発
田
駅 

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線

羽
越
本
線 

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線 大井川 

加治川加治川 加治川 

七葉 
中学校 

7

加治加治・中倉地区中倉地区 
統合保育園建設事業用地統合保育園建設事業用地 
加治・中倉地区 
統合保育園建設事業用地 
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※１　「総　　務」：総務常任委員会

「社会文教」：社会文教常任委員会

「産業経済」：産業経済常任委員会

「建　　設」：建設常任委員会

「決算審査」：一般会計決算審査特別委員会

「分割付託」：常任委員会に分割付託

但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２　◎全員賛成で可決、採択されたもの

○賛成多数で可決、採択されたもの

×賛成少数または全員反対で不採択されたもの

※３　反対（日本共産党）

※４　反対（公明党）

※５　賛成（日本共産党）

※６　賛成（民主クラブ、日本共産党、無所属クラブ）

9月定例会は、9月5日から28日を会期とし、18年度決算議案等の市長提出議案37件、議会提出議案7件、請願・陳情9件は、
一般会計決算審査特別委員会や各常任委員会に付託され審査した後（決算審査特別委員会審査状況14詆～17詆掲載、常任委員
会審査状況18詆～19詆掲載）、本会議で下記のとおり議決しました。（※副市長選任の人事の決定結果は2詆を参照ください）

9月定例会で審査された案件
人事案件
副市長の選任

条例制定
市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に
関する条例

条例の一部改正
市職員退職手当支給条例

副市長の定数を定める条例

乳児医療費助成に関する条例

幼児医療費助成に関する条例

精神障害者授産施設条例

道路占用料条例

水道企業職員の給与の種類及び基準に関する
条例

条例の廃止
都市計画法施行条例

19年度補正予算
一般会計（第２号）

国民健康保険事業特別会計（第２号）

介護保険事業特別会計（第２号）

簡易水道事業特別会計（第１号）

農業集落排水事業特別会計（第２号）

下水道事業特別会計（第２号）

水道事業会計（第２号）

18年度決算
一般会計

土地取得事業特別会計

公共用地先行取得事業特別会計

国民健康保険事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

西部工業団地造成事業特別会計

駐車場事業特別会計

コミュニティバス事業特別会計

藤塚浜財産区特別会計

水道事業会計

その他
下越土地開発公社定款の一部改正（専決）

新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の増加及び規約の変更（専決）

財産の取得（加冶・中倉地区統合保育園建設
事業用地）

財産の取得（除雪車）

市道路線の認定

市
長
提
出
議
案

総　　務

総　　務

総　　務

社会文教

社会文教

社会文教

建　　設

建　　設

建　　設

分割付託

社会文教

社会文教

建　　設

産業経済

建　　設

建　　設

決算審査

総　　務

建　　設

社会文教

社会文教

社会文教

建　　設

産業経済

建　　設

建　　設

産業経済

社会文教

社会文教

総　　務

建　　設

総　　務

総　　務

社会文教

建　　設

建　　設

○

◎

◎

◎

◎

◎

○※3

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○※3

◎

◎

○※3

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

審査した
委 員 会
※１

議決
結果
※２

意見書
私立高校への公費（私学助成）拡充で学費と
教育条件の公私格差是正を求める意見書

私立高校への公費（私学助成）拡充で学費と
教育条件の公私格差是正を求める意見書

新潟県中越沖地震被災者支援に関する意見書

「非核日本宣言」を求める意見書

割賦販売法の抜本的改正に関する意見書

アメリカ産牛肉の輸入条件の緩和に反対し、
全頭検査への予算措置の継続を求める意見書

飼料価格の高騰による農家負担の軽減と、国
産飼料の増産、循環型畜産の発展を図る施策
を求める意見書

議
会
提
出
議
案

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○※4

悪質商法を助長するクレジットの被害を防止
するため割賦販売法の抜本的改正に関する請
願書

アメリカ産牛肉の輸入条件の緩和に反対し、
全頭検査への予算措置の継続を求める請願

品目横断的経営安定対策の見直しと、多様な
担い手の育成を求める請願

飼料価格の高騰による農家負担の軽減と、国
産飼料の増産、循環型畜産の発展を図る施策
を求める請願

「非核日本宣言」を求める意見書に関する請
願書

公共的役割を負う大企業の現役社員が市議会
議員を兼務するのは自粛すべきという内規の
制定を求める陳情書

本市の累積赤字845億円の具体的解消策作成
を求める陳情書

副市長2人制に対する片山市長条例改正議案
を否決し廃案とするよう求める陳情書

後期高齢者医療制度の見直しを求める陳情

請
願
・
陳
情

◎

◎

×※5

○※4

◎

×

×

×

×※6

9月定例会で審査された案件
審査した
委 員 会
※１

議決
結果
※２

社会文教

産業経済

産業経済

産業経済

総　　務

総　　務

総　　務

総　　務

社会文教
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問
い

農
産
物
等
の
直
売
グ
ル

ー
プ
や
組
織
の
充
実
の
た
め
の

指
導
、
組
織
と
の
連
携
に
よ
る

地
元
野
菜
の
学
校
給
食
へ
の
供

給
を
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

答
え

直
売
所
の
拡
充
の
た

め
、
参
加
農
業
者
が
販
売
状
況

や
消
費
動
向
の
把
握
を
行
い
、

経
営
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
。市

は
「
市
地
消
地
産
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、
販
売
額
の
目

標
設
定
、
情
報
発
信
基
地
機
能

渡辺　喜夫

未婚・晩婚対策について
米の仮渡金減額について

入倉　直作

Ｑ
、
米
の
仮
渡
金
減
額
に
よ
る

農
家
経
営
の
影
響
と
対
策
は

Ａ
、
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
農
業
を
目
指
し
て
支
援

7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所
7月に開設された
板山地区の住民手作り直売所

問
い

結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
た

と
思
わ
れ
る
未
婚
者
や
親
の
深

刻
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
。
一

方
で
少
子
化
対
策
の
一
環
に
よ

り
未
婚
・
晩
婚
対
策
を
行
い
、

効
果
を
上
げ
て
い
る
他
県
の
状

況
が
あ
る
。

市
の
年
代
層
別
の
未
婚
率
の

推
移
と
実
態
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
、
ど
う
対
策
を
考
え
る
の

か
。

答
え

若
い
年
齢
層
を
中
心
に

男
女
と
も
未
婚
率
は
上
層
を
続

け
て
い
る
。
特
に
女
性
は
進
学

率
の
上
昇
や
就
業
機
会
の
増
加

で
結
婚
年
齢
が
高
く
な
る
傾
向

に
あ
る
。
生
活
観
や
価
値
観
が

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
未
婚
・

晩
婚
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

男
性
も
同
様
で
あ
り
、
出
生
率

低
下
及
び
少
子
化
の
要
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

過
去
に
お
い
て
、
農
業
担
い

手
育
成
や
広
域
事
務
組
合
で
出

会
い
の
場
の
提
供
に
取
り
組
ん

だ
が
、
参
加
が
減
り
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
問
題
等
に
よ
り
事
業
を

終
了
し
た
。

行
政
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
。

問
い

全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
に
よ
る
米
の
仮
渡
金
が
大

幅
に
減
額
さ
れ
、
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
へ
の
影
響
が
大

き
い
。
こ
れ
に
よ
り
約
十
五
億

円
の
農
業
粗
収
入
が
減
少
し
、

商
店
や
地
域
の
活
性
化
に
も
影

響
が
あ
る
。

新
農
業
政
策
の
中
で
一
番
育

成
さ
れ
る
べ
き
担
い
手
農
家
や

大
規
模
農
業
組
織
等
が
深
刻
な

状
態
。
今
ま
で
助
成
支
援
し
て

き
た
市
の
具
体
的
な
対
策
は
。

答
え

融
資
制
度
を
検
討
中
の

県
信
連
や
農
協
の
対
応
が
第
一

と
考
え
る
。
市
は
、
現
況
を
農

業
構
造
改
革
の
一
環
と
捉
え
、

県
・
他
市
状
況
や
農
業
者
の
声

を
基
に
検
討
し
て
い
く
。

今
年
度
実
施
の
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
で
、
意
欲
と
能

力
の
あ
る
担
い
手
を
対
象
に
、

産
業
と
し
て
成
り
立
つ
農
業
を

目
指
す
方
針
を
継
続
す
る
。

関
係
協
議
会
を
中
心
に
経

営
、
経
理
面
で
相
談
・
指
導
活

動
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
、
広
報
の
あ
り
方
と
し
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
開
設
し
て
み
て
は

Ａ
、
課
題
多
く
開
設
計
画
は
な
い
。

他
メ
デ
ィ
ア
で
努
力
。

問
い

新
発
田
市
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
可
能
世
帯
が
三
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
中
で
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報

を
得
て
い
る
こ
と
の
調
査
を
し

て
い
る
の
か
。

障
害
者
や
高
齢
者
福
祉
の
観

点
か
ら
も
、
視
覚
機
能
の
持
つ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
開
設
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

エ
フ
エ
ム
し
ば
た
を
最
大
限

利
用
し
、
緊
急
時
以
外
も
番
組

の
拡
充
と
全
戸
周
知
を
図
れ
な

い
か
。

答
え

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

安
定
受
信
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、
初
期
投
資
費
用
、
運

営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
課
題
が
多

く
、
現
在
は
開
設
す
る
計
画
は

な
い
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
再
構
築
し
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
配
慮
し
た
。

エ
フ
エ
ム
し
ば
た
は
「
市
情

報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」「
市
情
報
ラ
ン
ド
」

を
放
送
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
効
率
的
・
効
果

的
な
情
報
提
供
と
な
る
よ
う
努

め
た
い
。

広報のあり方（ケーブル
テレビ開設）について

農産物等直売組織の
充実について

Ｑ
、
未
婚
・
晩
婚
の
現
状
認
識
と
こ
れ
か
ら
の
対
策
は

Ａ
、
個
人
の
価
値
観
、
人
生
観
が
あ
り
行
政
の
関
与
は
検
討
課
題

Ｑ
、
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
直
売
組
織
の

充
実
の
た
め
の
指
導
や
連
携
は
図
っ
て
い
る
の
か

Ａ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
直
売
所
の
充
実
を
推
進

な
ど
直
売
所
の
充
実
に
向
け
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す
る
。

市
の
学
校
給
食
地
場
産
野
菜

使
用
率
で
県
内
四
番
目
と
、
地

消
地
産
の
取
り
組
み
は
高
い
水

準
に
あ
る
。

し
か
し
、各
調
理
場
の
規
模
、

内
容
に
よ
り
取
り
組
み
に
差
が

あ
る
。
食
材
の
安
定
性
・
安
全

性
の
確
保
が
要
因
で
あ
る
。

農
業
者
の
掘
り
起
こ
し
、
生

産
者
と
の
話
合
い
で
、
食
材
提

供
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

《新発田市の女性の未婚率》
昭和55年　平成12年　平成17年

25歳～29歳　19.9％　 48.8％　 54.1％
30歳～34歳　 6.6％　 22.3％　 28.9％
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問
い

今
年
の
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
事
業
は
、
地
域
の

平
和
運
動
団
体
と
連
携
し
て
実

施
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
す

る
。
特
に
広
島
平
和
記
念
式
典

参
加
者
は
生
徒
、
教
師
、
市
民

と
幅
広
く
、
平
和
教
育
の
大
き

な
成
果
と
考
え
る
が
市
長
の
評

価
は
。

今
後
、
同
式
典
に
は
各
中
学

校
二
人
参
加
と
し
て
は
。ま
た
、

中
学
生
か
ら
作
文
、ポ
ス
タ
ー
、

標
語
の
募
集
、
展
示
会
の
実
施

や
戦
争
体
験
談
募
集
を
し
て
は

い
か
が
か
。

答
え

原
爆
パ
ネ
ル
展
は
、
協

賛
団
体
も
増
え
、
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
事
業
が
市
民
に

も
広
が
り
平
和
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
。
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
、
三
千
人
も

の
入
場
が
あ
り
大
き
な
成
果
。

式
典
へ
の
中
学
生
参
加
は
、

受
入
態
勢
や
安
全
面
か
ら
一
校

一
人
の
ま
ま
と
し
た
い
。
年
々

事
業
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、
市

民
の
意
見
を
参
考
に
進
め
た
い
。

長谷川　健吉

市街地の浸水防止対策について
障がい者スポーツ大会について

渋谷　正訓

Ｑ
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

Ａ
、
県
や
競
技
団
体
、
福
祉
団
体
等
と

連
携
し
て
取
り
組
む

障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ
障がい者団体で作成した
トイレマップ

生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展
生涯学習センターで
開催された原爆パネル展

問
い

こ
の
度
、
八
月
の
集
中

豪
雨
で
市
街
地
の
中
田
川
や
新

発
田
川
沿
線
で
宅
地
へ
の
浸
水

被
害
が
発
生
し
外
出
す
る
事
が

で
き
な
か
っ
た
。
中
田
川
や
新

発
田
川
の
河
床
整
備
や
抜
本
的

改
修
を
早
期
に
実
施
で
き
な
い

か
。

答
え

中
田
川
の
二
箇
所
の
取

水
堰
は
、
県
要
望
に
よ
り
、
洪

水
対
策
で
上
部
を
撤
去
済
。
床

止
め
撤
去
は
、
影
響
調
査
を
踏

ま
え
、
県
に
要
望
し
た
い
。

新
発
田
川
は
、
平
成
二
十
三

年
度
に
改
修
が
完
了
予
定
。
現

在
の
工
事
区
間
も
早
期
完
了
を

要
請
し
た
と
こ
ろ
。
中
田
川
の

改
修
計
画
は
、
新
発
田
川
の
改

修
完
了
後
に
着
手
す
る
こ
と
予

定
。
両
河
川
の
改
修
は
、
県
に

強
く
要
望
し
て
い
る
。

水
害
防
止
対
策
は
、
県
及
び

土
地
改
良
区
等
と
連
携
強
化
を

図
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
デ
ー

タ
等
を
活
用
し
、
効
率
的
な
整

備
を
行
い
た
い
。

問
い

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
と

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
を
今
の
う
ち
か
ら
準

備
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
障
が

い
者
団
体
と
で
作
成
し
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
（
ト
イ
レ
）
マ
ッ
プ

を
全
国
の
皆
さ
ん
に
観
光
客
と

し
て
も
利
用
出
来
る
よ
う
施
設

の
改
善
を
行
い
、
充
実
し
た
マ

ッ
プ
へ
の
更
新
と
増
刷
は
で
き

な
い
か
。

答
え

関
係
施
設
の
整
備
は
、

安
全
性
や
美
観
等
も
考
慮
し
県

や
競
技
団
体
と
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
ト
イ
レ
）

マ
ッ
プ
も
大
い
に
活
用
し
た

い
。
既
存
の
障
が
い
者
用
ト
イ

レ
も
、
案
内
表
示
を
工
夫
し
利

用
し
や
す
く
し
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
は
、
関

係
法
に
基
づ
く
「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
よ
り

整
備
を
進
め
て
い
る
。
大
会
会

場
予
定
地
の
中
央
公
園
周
辺
も

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
県
に

要
望
し
て
い
る
。

今
後
も
、施
設
の
改
修
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
障
害
者
福

祉
団
体
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
連
携
を
強
化
し
て
取

り
組
み
た
い
。

核兵器廃絶平和都市宣言事業
について
行政業務の民間委託推進の

見直しについて

Ｑ
、
市
街
地
の
浸
水
防
止
対
策
を

（
中
田
川
等
の
排
水
強
化
改
修
）

Ａ
、
新
潟
県
に
強
く
要
望
し
て
改
修
を
図
り
た
い

Ｑ
、
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
事
業
の

さ
ら
な
る
拡
充
強
化
を
求
め
る

Ａ
、
年
々
拡
充
、「
平
和
」を
考
え
る
良
い
機
会
に

問
い

合
併
後
、
学
校
や
調
理

場
が
大
幅
に
増
え
、
中
長
期
的

な
調
理
場
整
備
計
画
が
必
要
で

は
な
い
か
。
民
間
委
託
も
含
ま

れ
る
の
か
。

保
育
園
の
民
営
化
で
保
育
内

容
変
化
や
運
営
困
難
の
と
き
に

は
、
公
立
保
育
園
の
存
在
が
重

要
と
な
る
が
、
計
画
見
直
し
が

必
要
で
は
。

答
え

児
童
生
徒
の
減
少
を
踏

ま
え
た
学
校
統
廃
合
、
通
学
区

域
の
見
直
し
、
食
育
推
進
の
視

点
か
ら
「
学
校
給
食
調
理
場
再

編
整
備
計
画
」
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
新
た
な
民
間
委
託
も

調
理
場
の
共
同
化
と
効
率
的
運

営
等
か
ら
検
証
し
た
い
。

ま
た
、保
育
園
の
運
営
に
は
、

多
種
多
様
な
保
育
を
求
め
ら
れ

る
。
地
方
自
治
体
で
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
増
大
す
る

保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
限
界

が
あ
る
。
市
立
保
育
園
の
整
備

に
対
す
る
国
県
補
助
制
度
も
廃

止
さ
れ
た
。

定
員
増
、
延
長
保
育
の
拡
大

等
の
民
営
化
効
果
も
大
き
く
、

今
後
も
計
画
に
基
づ
き
民
営
化

を
進
め
た
い
。

Ｑ
、
学
校
給
食
や
保
育
園
の
民
間
委
託
の

計
画
と
見
直
し
の
必
要
性
は

Ａ
、取
り
巻
く
状
況
変
化
へ
の
対
応
と
民
間
委
託

等
の
効
果
の
期
待
に
よ
り
計
画
を
進
め
る
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Ｑ
、
市
内
の
橋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
状
況
は

Ａ
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
、
九
七
二
橋

概
観
目
視
点
検
で
注
意
を
払
っ
て
い
る

中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋中越沖地震倒壊家屋

渋谷　恒介

学区再編に対する基本構想
について

は
、
地
域
の
過
疎
化
を
進
め
さ

せ
か
ね
な
い
問
題
で
あ
る
。

学
区
再
編
は
、「
地
域
の
実

態
」
と
「
特
別
の
事
情
」
を
十

分
考
慮
し
て
検
討
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

廃
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

も
、
廃
校
＝
取
り
壊
し
で
は
な

く
、
地
域
に
根
ざ
し
た
愛
着
の

あ
る
施
設
を
ど
う
利
活
用
で
き

る
の
か
を
学
区
再
編
と
合
わ
せ

て
検
討
し
た
い
。

学
校
の
適
正
配
置
、
す
な
わ

ち
学
区
再
編
は
、
今
日
、
避
け

て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
の
最
善
の
教
育

配
置
に
対
す
る
基
本
構
想
」
の

開
示
は
、
市
長
の
独
立
し
た
説

明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
対
し

て
、
ま
た
、
地
域
社
会
の
再
生

に
対
し
て
、
行
政
は
ど
う
関
わ

る
べ
き
か
。
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
と
も
い
え
る
学
区
の
再
編

は
、
小
さ
な
学
校
の
投
げ
か
け

た
大
き
な
行
政
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
が
市
長
の
所
見
は
。

答
え

農
村
地
域
の
学
校
は
大

方
が
小
規
模
校
で
あ
る
が
、
経

済
合
理
性
だ
け
で
統
廃
合
を
進

め
、
地
域
共
同
体
の
核
と
な
っ

て
き
た
学
校
を
な
く
す
こ
と

環
境
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
学
校

規
模
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
検
証
し
て
、
学

校
の
適
正
配
置
化
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
る
。

問
い

学
区
の
再
編
は
学
校
教

育
と
い
う
一
面
だ
け
で
片
付
け

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
総
合

的
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
の
関

連
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

廃
校
と
な
っ
た
施
設
の
処
分

は
、
財
政
上
の
問
題
や
政
策
面

で
も
重
要
で
あ
り
、
市
長
の
権

限
が
大
き
く
影
響
す
る
。本
来
、

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
教
育

行
政
へ
の
市
長
の
関
与
は
リ
ス

ク
を
伴
う
が
、「
学
校
の
適
正

森田　国昭

防災対策について
橋のメンテナンスについて

問
い

中
越
沖
地
震
発
生
の
一

週
間
後
、
柏
崎
市
を
現
地
視
察

し
た
。
踏
ま
え
て
本
市
の
対
策

を
提
案
し
た
い
。
①
「
自
ら
の

地
域
は
、
自
ら
が
守
る
」
と
市

長
が
言
う
が
、
自
治
会
内
、
隣

近
所
の
連
携
に
よ
る
高
齢
者
や

子
ど
も
た
ち
の
避
難
対
応
を
。

②
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
金

増
額
を
。
③
木
造
住
宅
で
一
階

部
分
の
崩
落
を
防
ぐ
た
め
の
補

強
材
に
よ
る
モ
デ
ル
住
宅
づ
く

り
を
。
④
来
年
度
統
合
の
廃
校

利
用
の
防
災
セ
ン
タ
ー
化
、
そ

こ
で
の
学
習
や
防
災
用
品
の
保

管
庫
化
を
。

答
え

①
福
祉
と
防
災
の
担
当

部
局
で
情
報
共
有
を
図
る
と
同

時
に
自
治
会
と
連
携
し
て
取
り

組
む
。
②
自
主
防
災
組
織
も
増

え
つ
つ
あ
り
、
引
き
続
き
組
織

づ
く
り
を
働
き
か
け
る
。
補
助

制
度
は
、
昨
年
度
拡
充
し
た
ば

か
り
。
③
耐
震
診
断
支
援
を
開

始
し
た
が
、
今
後
は
耐
震
改
修

の
支
援
を
検
討
す
る
。
補
強
方

法
は
防
災
関
係
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
い
。
④
提
案
の
校

舎
は
耐
震
性
の
観
点
か
ら
防
災

セ
ン
タ
ー
の
位
置
付
け
は
困
難

で
あ
る
。
今
後
の
用
途
は
、
防

災
の
視
点
も
含
め
検
討
し
た
い
。

問
い

ア
メ
リ
カ
の
鉄
橋
の
落

下
が
あ
っ
た
が
、
本
市
に
あ
る

橋
の
総
数
や
老
朽
化
防
止
の
状

況
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
え

四
月
一
日
現
在
、
市
道

に
架
か
る
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
以

上
の
橋
の
数
は
、
新
発
田
地
区

六
二
八
橋
、
豊
浦
地
区
一
四
四

橋
、
紫
雲
寺
地
区
八
四
橋
、
加

治
川
地
区
一
〇
六
橋
の
合
計
九

七
二
橋
が
あ
る
。

震
災
点
検
は
、
平
成
三
年
、

七
年
、
九
年
に
長
さ
五
十
メ
ー

ト
ル
以
上
の
主
な
橋
を
点
検

し
、
必
要
な
工
事
を
実
施
。
現

在
は
、
老
朽
・
落
下
・
腐
食
の

防
止
策
は
特
に
行
っ
て
い
な
い

が
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
概

観
目
視
点
検
で
注
意
を
払
っ
て

い
る
。

国
の
補
助
政
策
の
転
換
を
受

け
、
平
成
二
十
五
年
ま
で
に

「
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
、
中
越
沖
地
震
を
踏
ま
え
、
市
の
防
災
対
策
は

Ａ
、
地
震
・
防
災
対
策
の
重
要
性
を
認
識
し

対
策
の
充
実
化
に
取
り
組
む

Ｑ
、学
区
再
編
は
早
期
の
情
報
開
示
と
意
見
集
約
が
必
要
、

教
育
行
政
と
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
連
携
は

Ａ
、「
地
域
の
実
態
」等
を
考
慮
す
る
必
要
あ
り

廃
校
舎
の
利
活
用
の
可
能
性
も
検
証

来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校来年度廃校となる加治川小学校

来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校来年度廃校となる中川小学校
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答
え

国
の「
三
位
一
体
改
革
」

に
伴
う
補
助
金
等
の
削
減
や
歳

入
状
況
を
見
据
え
、
ま
た
、
計

画
事
業
に
市
債
を
財
源
と
す
る

事
業
が
多
く
、
事
業
期
間
や
単

年
度
予
算
規
模
を
見
直
す
こ
と

で
、
市
税
な
ど
の
一
般
財
源
の

抑
制
を
図
る
こ
と
が
理
由
。

見
直
し
は
、
良
好
な
財
政
運

営
を
永
続
的
な
も
の
と
す
る
た

め
で
、
後
に
地
域
審
議
会
や
地

区
説
明
会
で
理
解
を
得
た
上
で

正
式
な
計
画
変
更
と
し
た
い
。

問
い

「
湖
月
閣
」
は
市
島
邸

内
の
建
築
物
で
あ
り
、
新
潟
県

指
定
の
文
化
財
で
あ
り
、
歴
史

・
文
化
を
求
め
県
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
復
元
に
期
待
し

て
い
る
。
復
元
に
つ
い
て
は
文

化
遺
産
活
用
住
民
交
流
施
設
整

備
事
業
と
し
て
、
合
併
建
設
計

画
に
登
載
し
て
あ
る
が
、
復
元

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
え

合
併
建
設
計
画
で
は

「
文
化
財
施
設
を
活
用
し
た
住

民
の
交
流
を
図
る
施
設
と
し
て

整
備
」
と
し
て
い
る
が
、
市
の

財
政
状
況
で
歳
入
の
先
行
き
の

不
透
明
さ
が
増
し
、
建
設
事
業

全
般
に
つ
い
て
財
政
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

市
島
邸
の
保
存
、
管
理
を
し

て
い
る
財
団
法
人
継
志
会
と

は
、
市
島
邸
の
あ
り
方
も
含
め

話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

復
元
の
実
施
時
期
は
、
今
年

度
中
を
目
途
に
財
政
計
画
見
直

し
の
中
で
方
針
を
決
定
し
た

い
。

問
い

合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画

登
載
事
業
の
目
的
は
、
合
併
市

町
村
の
一
日
も
早
い
一
体
性
、

均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
た
公

共
的
施
設
の
整
備
事
業
で
あ

る
。
合
併
時
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
住
民
と
の
約
束
で
も
あ

る
。
建
設
計
画
の
見
直
し
の
理

由
は
何
か
。

ま
た
、見
直
し
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
市

長
の
考
え
は
。

大沼　長栄

新発田城周辺における資料館・
博物館の建設計画の有無について

斎藤　明

Ｑ
、
合
併
建
設
計
画
は
住
民
と
の
約
束
、

建
設
計
画
登
載
事
業
の
見
直
し
の
理
由
は

Ａ
、
国
の
政
策
転
換
に
よ
る
計
画
変
更

良
好
な
財
政
運
営
の
永
続
維
持
に
必
要

ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館ふるさと会館

市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸市島邸

問
い

城
下
町
新
発
田
、
観
光

の
ま
ち
新
発
田
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
市
民
の
多
く
は
、

先
人
が
営
々
と
築
き
上
げ
て
き

た
新
発
田
の
歴
史
、
そ
し
て
、

心
、
志
と
い
っ
た
も
の
を
知
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。
新
発
田

で
誇
れ
る
も
の
の
一
つ
と
し
て

は
、
藩
政
時
代
に
培
わ
れ
た
政

治
で
あ
り
、
行
政
で
あ
り
、
手

本
と
す
べ
き
庶
民
へ
の
感
化
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
新
発
田
の
地
名
を
不
動

の
も
の
に
し
た
藩
政
の
中
心
地

で
あ
る
新
発
田
城
周
辺
に
資
料

館
・
博
物
館
を
建
設
し
、
市
民

が
一
目
瞭
然
に
新
発
田
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

建
設
は
、ふ
る
さ
と
を
知
る
、

誇
り
を
持
つ
、
よ
そ
の
人
を
迎

え
る
と
し
た
市
長
の
観
光
構
想

実
現
の
一
番
の
近
道
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
え

資
料
館
や
博
物
館
の
建

設
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
長
の
手

紙
な
ど
で
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

市
内
に
は
歴
史
的
に
貴
重
な

文
化
財
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
会

館
や
空
き
店
舗
活
用
の
収
蔵
庫

な
ど
歴
史
学
習
や
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
図
書
館
や
紫
雲
寺
漁
村

民
族
資
料
館
で
は
資
料
公
開
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
た

貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
適
切
な

保
存
と
点
在
す
る
資
料
の
有
機

的
な
活
用
が
極
め
て
重
要
と
認

識
し
て
い
る

新
発
田
に
は
、
藩
政
時
代
か

ら
育
ま
れ
た
芸
術
・
文
化
を
大

切
に
す
る
精
神
風
土
が
あ
り
、

子
ど
も
道
学
堂
を
活
用
し
て
伝

承
す
る
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

現
在
、
資
料
館
・
博
物
館
建

設
の
た
め
の
具
体
的
な
構
想
は

な
い
が
、
旧
県
立
病
院
跡
地
利

用
計
画
の
中
で
も
、
可
能
か
ど

う
か
の
調
査
研
究
を
行
い
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

合併建設計画の見直しについて
市島邸湖月閣の復元について

Ｑ
、
新
発
田
城
周
辺
に
お
い
て

資
料
館
・
博
物
館
の
建
設
計
画
は
あ
る
の
か

Ａ
、
現
時
点
で
は
構
想
は
な
い
が

文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
は
認
識

Ｑ
、
市
島
邸
「
湖
月
閣
」
復
元
に
つ
い
て
の
現
状
の
考
え
は

Ａ
、
財
政
状
況
健
全
化
の
た
め
財
政
計
画
を
見
直
し
中

新
た
な
財
政
計
画
の
策
定
の
中
で
方
針
を
決
定

紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館紫雲寺漁村民族資料館
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Ｑ
、
金
や
銀
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
を
含
む
入
れ
歯
の

回
収
を
市
で
実
施
し
て
は

Ａ
、今
後
、調
査
・
研
究
し
関
係
団
体
と
協
議
し
た
い

Ｑ
、児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に

午
後
3
時
か
ら
6
時
ま
で
の
巡
視
強
化
を

Ａ
、警
察
や
地
域
と
共
に
、安
全
確
保
に
取
り
組
む

来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園
来年度民営化される
三の丸保育園

宮村　幸男

猿害対策について
児童生徒の防犯活動強化

について

問
い

新
聞
記
事
に
な
る
よ
う

な
児
童
生
徒
へ
の
事
件
が
連
続

し
て
い
る
。
効
果
の
あ
る
警
察

車
輌
や
警
官
の
巡
回
を
強
力
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

の
交
通
安
全
指
導
車
も
防
犯
と

交
通
事
故
防
止
を
兼
ね
、
せ
め

て
午
後
六
時
ま
で
、
青
色
回
転

灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
も
午
後
三
時

か
ら
六
時
ま
で
全
通
学
路
を
く

ま
な
く
巡
視
し
安
全
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
え

警
察
で
は
通
常
九
台
の

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
巡
回
を
行

対
応
策
の
情
報
提
供
や
専
門
員

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。
臨
時
職
員
の
雇
用
は
考
え

て
い
な
い
。

下
草
刈
や
未
収
穫
作
物
等
の

放
置
防
止
は
効
果
が
あ
り
、
集

落
で
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が

大
事
。
防
護
柵
設
置
の
補
助
事

業
は
あ
る
の
で
、
被
害
状
況
等

を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
事
業
は
、

二
ヵ
年
で
四
頭
を
訓
練
。
事
業

の
拡
大
は
、
効
果
を
見
て
検
討

す
る
。

っ
て
い
る
。
市
も
不
審
者
情
報

の
提
供
等
で
更
な
る
巡
回
強
化

を
要
請
し
た
い
。
市
の
交
通
安

全
指
導
車
の
巡
回
も
、
警
察
等

と
効
果
的
な
取
り
組
み
を
検
討

し
た
い
。

青
色
灯
車
は
六
台
所
有
し
、

下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
巡
回
。

不
審
者
や
熊
の
出
没
時
に
は
、

そ
の
地
域
を
重
点
的
に
巡
回
し

て
い
る
。

今
後
も
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
に
、
地
域
と
一
体
的
に
取
り

組
む
。

問
い

豊
浦
地
区
で
も
猿
害
が

発
生
し
て
い
る
が
、
市
で
対
応

で
き
な
い
か
。
テ
レ
メ
ト
リ
ー

利
用
を
重
視
し
、
臨
時
職
員
を

雇
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

捕
獲
等
に
よ
る
被
害
防
止
と

農
地
境
の
下
草
刈
払
い
や
防
護

柵
設
置
に
二
分
の
一
の
補
助
を

望
む
。

ま
た
、モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
は
効

果
が
あ
り
、
早
急
に
十
匹
以
上

に
増
や
す
計
画
は
で
き
な
い
か
。

答
え

豊
浦
地
区
で
の
被
害
に

対
し
、
出
没
状
況
や
追
い
払
い

佐藤　真澄

公立保育園の民営化について
「入れ歯」の回収について

問
い

市
は
公
立
保
育
園
の
民

営
化
を
進
め
て
い
る
。
全
国
の

民
営
化
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
保

育
士
が
二
十
代
の
若
い
先
生
ば

か
り
で
、
さ
ら
に
父
母
負
担
が

増
え
た
り
、
看
護
士
の
配
置
が

な
く
な
っ
た
り
徐
々
に
変
化
し

て
き
て
い
る
。

未
来
を
担
う「
社
会
の
宝
」を

育
て
る
保
育
だ
か
ら
こ
そ
、
慎

重
に
進
め
、
か
つ
取
り
止
め
る

勇
気
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
え

多
種
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
と
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
下
に
あ
っ
て
、
市
保
育

園
等
整
備
計
画
を
策
定
し
た
。

民
営
化
に
は
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
急
激
な
変
化
に
不
安
の

声
が
あ
る
が
、
市
立
保
育
園
臨

時
職
員
等
を
民
営
化
後
も
引
き

続
き
採
用
す
る
よ
う
要
請
し
、

保
護
者
へ
の
説
明
と
意
見
聴
取

で
進
め
て
い
る
。
法
人
公
募
審

査
は
厳
し
く
評
価
し
、
保
育
士

も
研
修
を
重
ね
質
は
落
ち
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
計
画
に
基
づ
き
民
営

化
を
進
め
た
い
。

問
い

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入

れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
」
が
進

め
て
い
る
入
れ
歯
の
回
収
活
動

は
、
収
益
金
の
四
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
ユ
ニ
セ
フ
に
、
四
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
協
力
自
治
体

（
社
協
）
に
寄
付
し
、
残
り
を

同
協
会
の
活
動
経
費
と
す
る
も

の
。
す
で
に
全
国
の
自
治
体
で

の
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
新
発
田
市
で
も
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
が
い
か
が

か
。

答
え

当
市
で
は
、
不
要
と
な

っ
た
入
れ
歯
は
家
庭
ご
み
と
し

て
扱
っ
て
い
る
。
市
内
の

歯
科
医
院
で
は
本
人
が
不

要
の
場
合
は
医
療
廃
棄
物

と
し
て
処
理
し
て
い
る
よ

う
だ
。

入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
、全
国
で
は
、千
葉
県
鎌

ヶ
谷
市
、
佐
賀
県
神
埼
市
、

東
京
都
杉
並
区
な
ど
が
設

置
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、
調
査
・
研
究
し
、

歯
科
医
師
会
や
社
会
福
祉

協
議
会
等
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

Ｑ
、
公
立
保
育
園
民
営
化
は
慎
重
に
か
つ
取
り
止
め
る
勇
気
を

Ａ
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
民
営
化
を
進
め
る

他の質問：「新発田駅の橋上化について」

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
さくら

サルの追払いの
訓練を受けた
モンキードッグ
（さくら）

Ｑ
、
猿
の
被
害
を
中
山
間
地
か
ら
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
か

Ａ
、
効
果
が
期
待
で
き
る
対
策
を
継
続
し
て
実
施
中
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区
単
位
や
随
時
の
説
明
会
を
開

催
。
市
民
意
識
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
継
続
し
て
働
き
掛
け
る
。

②
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
の
教

訓
や
実
際
の
降
雨
時
デ
ー
タ
の

検
証
等
で
対
策
に
反
映
。
③
小

中
学
校
を
中
心
に
避
難
施
設
の

耐
震
改
修
計
画
を
見
直
す
。
④

新
発
田
川
は
二
十
三
年
度
改
修

完
了
、
中
田
川
は
そ
の
後
に
着

手
。
常
襲
的
冠
水
箇
所
は
、
効

果
的
に
整
備
し
た
い
。
⑤
自
衛

隊
ほ
か
約
二
十
の
関
係
機
関
、

自
主
防
災
組
織
、
周
辺
住
民
が

参
加
。
図
上
・
現
地
訓
練
で
連

携
強
化
が
図
ら
れ
、
防
災
啓
発

に
効
果
あ
り
。
今
後
も
実
施
し

た
い
。

問
い

①
投
票
所
の
選
び
方
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。
②

今
後
の
選
定
の
進
め
方
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
③

投
票
所
と
な
っ
た
公
会
堂
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
え

①
投
票
区
の
地
形
、
交

通
利
便
、
ス
ペ
ー
ス
等
を
考
慮

し
て
選
定
。
②
一
部
で
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
駐
車
場
が
未
整

備
の
箇
所
も
あ
る
。
施
設
点
検

で
移
動
式
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
等

努
力
し
て
い
る
。
駐
車
場
は
直

ち
に
完
備
で
き
な
い
が
、
今
後

の
選
定
で
は
確
保
に
努
め
た

い
。
都
市
部
の
過
密
化
も
あ
り

投
票
所
や
投
票
区
の
見
直
し
必

要
の
時
期
。③
公
会
堂
の
新
築
、

増
改
築
補
助
制
度
は
あ
る
が
、

地
元
所
有
な
の
で
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
へ
の
強
制
は
無

理
。
啓
発
に
努
め
る
。

問
い

①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

周
知
状
況
と
説
明
結
果
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
今
後
に
活
か
し

て
い
く
の
か
。
②
中
越
沖
地
震

と
八
月
の
大
雨
を
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
く
の
か
。
③
避
難

場
所
の
耐
震
性
と
耐
震
性
に
不

安
が
あ
る
施
設
へ
の
対
応
は
。

④
中
田
川
、
新
発
田
川
の
整
備

と
常
襲
的
に
冠
水
す
る
箇
所
の

整
備
は
。
⑤
九
月
一
日
の
総
合

防
災
訓
練
の
成
果
は
。

答
え

①
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
五
月
に
全
戸
配
布
、
中
学
校

加藤　和雄

後期高齢者医療制度について
小中学校・避難施設の耐震化

について

中村　功

Ｑ
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
説
明
会
後
の
周
知
状
況
と

被
害
予
測
の
検
証
は
行
っ
て
い
る
の
か

Ａ
、周
知
活
動
は
継
続
実
施
、被
害
実
績
は
整
理
中

問
い

四
月
か
ら
七
十
五
歳
以

上
の
人
は
、
い
ま
加
入
の
国
民

健
康
保
険
等
を
抜
け
て
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
を

払
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
子

供
の
扶
養
で
負
担
の
な
い
人
も

払
う
た
め
、
高
齢
者
に
は
過
酷

と
な
る
。
年
金
が
月
一
万
五
千

円
以
上
の
人
は
、
天
引
き
さ
れ

る
。
滞
納
に
よ
る
資
格
証
明
書

発
行
（
保
険
証
取
り
上
げ
）
は

す
べ
き
で
な
い
こ
と
や
低
所
得

者
へ
の
減
免
制
度
の
創
設
を
広

域
連
合
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

答
え

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
老
人
保
険
制
度
の
財
政
破

綻
を
防
ぐ
た
め
、
公
平
で
持
続

可
能
な
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ

た
。
資
格
証
明
書
は
、
法
に
よ

り
広
域
連
合
が
保
険
者
と
な
り

市
町
村
で
発
行
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
制
度
の
根
幹
を
な

す
証
明
書
制
度
に
言
及
す
る
考

え
は
な
い
。

法
律
で
は
「
特
別
の
理
由
」

が
あ
る
場
合
に
減
免
可
能
。
広

域
連
合
で
減
額
措
置
の
条
例
化

を
検
討
中
で
あ
る
。

問
い

小
中
学
校
す
べ
て
が
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
。
文
部
科

学
省
は
、
公
立
学
校
の
耐
震
化

推
進
を
指
導
し
て
い
る
。学
校
・

避
難
施
設
の
耐
震
診
断
、
耐
震

改
修
の
現
状
と
改
修
計
画
は
。

避
難
施
設
の
耐
震
改
修
は
優
先

的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
え

小
中
学
校
は
子
ど
も
が

安
全
で
安
心
し
て
学
ぶ
場
所
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に

お
け
る
市
民
の
避
難
場
所
で
あ

り
、
小
中
学
校
の
体
育
館
等
の

耐
震
性
の
確
保
は
極
め
て
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、行
政
報
告
の
と
お
り
、

当
市
に
は「
櫛
形
山
地
活
断
層
」

「
月
岡
活
断
層
」
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
被

害
想
定
結
果
や
中
越
沖
地
震
を

教
訓
と
し
て
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
進
め
る
中
で
、
小

中
学
校
を
中
心
と
し
た
避
難
施

設
の
耐
震
施
設
の
耐
震
改
修
計

画
に
つ
い
て
も
見
直
し
て
い
き

た
い
。

ハザードマップの周知状況と
検証について

投票所の選定と施設整備
について

Ｑ
、
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
は

過
酷
で
あ
り
、
救
済
措
置
を
求
め
る
べ
き

Ａ
、
広
域
連
合
で
低
所
得
者
を
対
象
の
減
額
措
置
を
検
討
中

Ｑ
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
耐
震
化
を

優
先
し
て
進
め
る
べ
き
で
は

Ａ
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中
で

耐
震
改
修
を
計
画

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

Ｑ
、
投
票
所
の
選
定
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備
状
況
は

Ａ
、
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
選
定

投
票
に
不
便
の
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

他の質問：「新道掛蔵の治安と交通安全について」

投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子投票の様子
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Ｑ
、
妊
産
婦
の
緊
急
事
態
対
応
と
助
産
所
の
実
態
と
支
援
対
策
は

Ａ
、
緊
急
出
産
へ
の
対
応
体
制
は
整
っ
て
い
る

比企　広正

防災対策と消防団のあり方
について

て
い
る
が
、
道
路
交
通
網
の
整

備
や
除
雪
体
制
の
進
展
で
広
域

的
な
消
防
活
動
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
消
防
団
主
導
で
再

編
成
を
行
っ
て
い
る
。

紫
雲
寺
地
区
・
加
治
川
地
区

消
防
団
の
再
編
成
に
は
、
消
防

団
幹
部
及
び
新
発
田
消
防
署
長

を
委
員
と
す
る
再
編
成
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
平
成
十
七
年

の
新
発
田
地
区
・
豊
浦
地
区
の

再
編
成
を
基
本
に
、
十
年
後
の

対
象
人
口
や
地
域
性
を
踏
ま

え
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映

し
て
進
め
て
い
る
。

消
防
団
員
の
就
業
形
態
が
大

き
く
変
化
し
、
約
八
割
が
会
社

え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
や
住
民

に
対
す
る
防
火
防
災
の
啓
発
等

で
幅
広
い
分
野
で
活
動
し
、
地

域
の
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
消
防

団
の
活
動
が
、
今
後
も
維
持
継

続
で
き
る
よ
う
市
長
か
ら
消
防

団
員
の
勤
務
先
に
理
解
と
協
力

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

答
え

少
子
高
齢
化
に
よ
り
消

防
団
員
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

勤
め
の
団
員
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
団
員
が
活
動

し
や
す
い
よ
う
、
団
員
の
意
志

を
尊
重
し
、
団
員
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
事
業
主
に

対
し
て
市
長
と
消
防
団
長
の
連

盟
で
消
防
活
動
に
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
文
書
で
お
願
い
し
て

い
る
。

ま
た
、
消
防
庁
で
も
事
業
所

と
の
協
力
体
制
の
構
築
を
図
る

た
め
、「
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
」
を
本
年
一
月
一
日

か
ら
実
施
し
て
い
る
。

消
防
団
の
現
状
と
問
題
点
を

把
握
し
、
団
員
の
活
動
し
や
す

い
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

問
い

平
成
十
七
年
五
月
の
合

併
時
に
新
発
田
市
消
防
団
の
定

数
は
、一
九
五
六
人
で
し
た
が
、

平
成
十
九
年
度
は
一
五
七
二
人

に
再
編
成
さ
れ
た
。
合
併
に
よ

り
地
域
が
広
が
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
消
防
団
員
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
り
支
え
る
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
考
え
て

も
、
多
く
の
市
民
に
不
安
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。
来
年
度
以

降
の
再
編
成
を
ど
の
よ
う
に
考

渡部　良一

格差問題について
少子化対策の一環について

問
い

参
院
選
で
は
格
差
問
題

が
大
き
な
争
点
に
な
り
、
選
挙

結
果
は
そ
の
是
正
策
を
不
可
避

と
し
た
。
市
政
運
営
に
及
ぼ
し

て
き
た
影
響
と
対
策
、
市
民
生

活
と
り
わ
け
生
活
弱
者
や
労
働

弱
者
へ
の
影
響
と
実
態
、
対
策

は
何
か
。

答
え

地
方
交
付
税
の
大
幅
削

減
な
ど
三
位
一
体
改
革
で
行
財

政
は
大
変
厳
し
い
。
こ
れ
以
上

の
削
減
は
、
福
祉
、
医
療
、
教

育
、
安
全
等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
も
。
引
き
続
き
国
、
県

に
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
健
全

な
地
方
税
財
政
制
度
の
構
築
を

要
望
し
て
い
き
た
い
。

生
活
保
護
世
帯
と
格
差
問
題

と
の
関
連
は
は
っ
き
り
し
な

い
。
保
護
世
帯
へ
は
、
就
労
支

援
事
業
活
用
で
、
就
労
に
よ
る

自
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。
就
学

援
助
認
定
者
数
の
増
加
は
、
母

子
・
父
子
家
庭
の
増
加
、
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
る
低
所
得
層

世
帯
の
増
加
が
主
。

問
い

奈
良
県
の
事
例
等
か
ら

妊
産
婦
の
緊
急
事
態
に
対
す
る

当
市
の
受
け
入
れ
態
勢
の
現
状

と
課
題
は
何
か
。

医
療
法
改
正
に
よ
り
歴
史
的

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
助
産
所
の
存
続
と
開
設
が
危

ぶ
ま
れ
る
が
支
援
策
は
。

答
え

市
内
で
は
、
開
業
医
四

軒
と
県
立
病
院
が
出
産
対
応
。

県
立
病
院
は
、
未
熟
児
等
の
緊

急
出
産
に
も
対
応
が
可
能
。
県

立
病
院
で
対
応
で
き
な
い
場
合

は
、
周
産
期
医
療
体
制
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
市
外
医
療
機
関
に
よ

る
対
応
が
可
能
。

こ
れ
ま
で
に
受
入
拒
否
は
な

く
、現
状
で
は
機
能
し
て
い
る
。

緊
急
出
産
等
の
防
止

策
は
、
早
期
か
ら
の

妊
婦
診
断
と
、
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
こ

と
。保

健
所
に
届
出
の

あ
る
助
産
所
は
十
軒

あ
る
が
、
い
ず
れ
も

訪
問
指
導
を
行
う
た

め
で
、
分
娩
取
上
げ

実
績
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
法

改
正
に
よ
る
影
響
も

な
い
。

Ｑ
、
格
差
問
題
に
よ
る
市
政
運
営
や

市
民
生
活
へ
の
影
響
と
対
策
は

Ａ
、
税
財
政
の
地
域
格
差
が
こ
れ
以
上
に

広
が
れ
ば
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
影
響
大

他の質問：「中越沖地震から市内の被害予想や対応は」
「街づくりに関する生活環境問題について」

消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会
消防団による
ポンプ操法競技大会

Ｑ
、
消
防
団
の
再
編
成
の
進
め
方
と

消
防
団
の
存
在
意
義
に
対
す
る
配
慮
は

Ａ
、消
防
団
主
導
の
再
編
成
構
築

団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
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高橋　幸子

住宅耐震改修の補助制度
導入について

問
い

震
災
か
ら
生
命
を
守
る

た
め
、
建
物
の
耐
震
化
を
強
化

し
、
揺
れ
に
強
い
ま
ち
新
発
田

へ
の
取
り
組
み
を
問
う
。
①
新

発
田
市
に
お
け
る
公
共
施
設
の

耐
震
診
断
の
実
施
状
況
、
特
に

保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
・
指

定
避
難
所
の
安
全
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
。
今
後
の
耐
震

化
の
促
進
は
ど
う
か
。
②
六
月

一
日
か
ら
の
耐
震
診
断
補
助
制

度
の
利
用
状
況
と
今
後
の
課
題

や
促
進
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
③
住
宅
の
耐
震
改
修
に

補
助
制
度
を
導
入
で
き
な
い

か
。
④
本
市
の
全
住
宅
の
う
ち

耐
震
性
が
低
い
と
さ
れ
る
木
造

家
屋
が
ど
の
程
度
あ
り
、
耐
震

化
率
の
目
標
と
耐
震
改
修
促
進

計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

答
え

①
市
有
施
設
で
は
、
半

数
以
上
が
耐
震
改
修
促
進
法
に

よ
り
耐
震
診
断
の
必
要
が
あ

り
、
国
県
の
目
標
数
値
を
参
考

に
計
画
的
に
耐
震
化
に
取
り
組

む
。
指
定
避
難
所
と
定
め
ら
れ

た
小
中
学
校
か
ら
優
先
的
に
実

施
し
て
い
る
。

②
耐
震
診
断
支
援
制
度
に
は
、

九
月
六
日
現
在
二
十
四
戸
の
応

募
が
あ
り
建
築
士
会
の
協
力
の

も
と
診
断
を
進
め
て
い
る
。
制

度
運
用
を
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、
実
績
を
検
証
し
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
努
め
た

い
。

③
実
施
中
の
耐
震
診
断
の
結
果

か
ら
強
度
不
足
の
建
築
物
に
つ

い
て
改
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
耐
震
改
修
に
関

す
る
支
援
策
を
、
国
庫
補
助
制

度
を
含
め
検
討
し
て
お
り
、
誰

に
で
も
利
用
し
や
す
い
制
度
に

な
る
よ
う
努
め
た
い
。

④
平
成
十
八
年
六
月
時
点

で
、
推
計
一
万
六
千
戸
弱
の
木

造
住
宅
で
耐
震
性
が
低
い
と
考

え
ら
れ
る
。
市
全
体
の
四
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
耐
震
化
率
は

約
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

国
が
平
成
二
十
七
年
で
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
、
県
が
八
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
の
目
標
を
掲
げ
、
こ

れ
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
た

い
。
現
在
、
新
た
な
耐
震
改
修

促
進
計
画
の
策
定
準
備
を
進
め

て
い
る
。

Ｑ
、
建
物
の
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
と

補
助
制
度
で
住
宅
の
耐
震
改
修
を
促
進
し
て
は

Ａ
、
耐
震
診
断
を
順
次
進
め
て
お
り

耐
震
改
修
へ
の
補
助
制
度
も
検
討
中

・
・

全国では約３割の高校生が私立高校で学んでおり、公教
育を担い独自性・自主性を持って教育を行ってきた。しか
し、私立高校の初年度納付金は、全国平均69万円と公立高
校の６倍に達し、専任教員数は公立基準の約７割の水準と
なっている。こうした格差の最大の要因は、私立高校への
公費（私学助成）が公立の約３分の１にとどまっているこ
とにあり、公費が低く抑えられていることは憂慮すべき状
況である。
よって、政府（議会）は私立高校が公教育に果たしてい

る役割を十分理解し、学費と教育条件の公私格差是正を展
望し、私立高校への公費（私学助成）の拡充に一層努力す
るよう要望する。
（提出先） 衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　文部科学大臣
財務大臣　総務大臣

私立高校への公費（私学助成）
拡充で、学費と教育条件の
公私格差是正を求める意見書

9月定例会では、意見書7件を可決。
可決した意見書は、内閣総理大臣並びに関係大臣
等にそれぞれ送付しました。
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クレジット契約は、その利便性から消費者に広く普及す
る一方、強引悪質な販売方法と結びつくと高額かつ深刻な
被害を引き起こす。クレジット会社の与信審査の甘さから、
年金生活者に支払能力を超える改築工事、呉服等の販売や、
クレジット契約を悪用したマルチ商法、内職商法等の被害
が絶えない。
経済産業省の産業構造審議会は、割賦販売法改正に関す

る審議を進め、その方向性が示される見込みである。安心
安全な契約のために、クレジット会社の責任による被害防
止と取引適正化が必要であり、法改正では、次の事項を実
現するよう強く要望する。
１　過剰与信規制の具体化
２　不適正与信義務と既払金返還責任
３　割賦払い要件と政令指定商品制の廃止
４　事業者登録制の導入
（提出先） 衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　経済産業大臣

割賦販売法の抜本的改正に関する意見書

米国は、同国産牛肉の輸入条件である月齢制限の撤廃を
強く要求している。日本政府は、米国の強硬姿勢の前に月
齢制限を20ヵ月齢未満から30ヵ月齢未満にする方針を固め
たと報じられるが、理不尽な要求に屈することは、国民の
命と健康を脅かす暴挙であり断じて容認できない。
米国産牛肉は昨年輸入が再々開したが、以降１年間の輸

入量は禁輸前の１割程度に過ぎない。国民は根強い不信感
を抱き大多数は輸入条件の緩和を望んでいない。政府は、
都道府県の独自検査への助成打切りを決めたが、検査の中
止を決めた自治体はない。
万全のＢＳＥ対策に国がしっかり責任を持ち、米国の不

当な圧力に屈しないよう次の事項を要望する。
１　輸入条件の緩和を求める米国の要求に応じない
２　都道府県が行うＢＳＥ検査への助成を継続する
（提出先） 内閣総理大臣　農林水産大臣

厚生労働大臣

アメリカ産牛肉の輸入条件の緩和に反対し、
全頭検査への予算措置の継続を求める意見書

飼料価格の高騰が畜産経営を直撃し、農家は将来の経営
が見通せない状態にまで追い込まれている。価格変動によ
る影響緩和のための配合飼料価格安定制度も早晩破綻する
と言われる。国が基金を積み増し加工原料乳補給金や食
肉・子牛の基準価格を引上げ、畜産経営の安定を図ること
が焦眉の課題である。
日本の畜産が将来に亘り安定的に発展するには、飼料自

給率を引上げ、輸入飼料への依存を脱却し、循環型の畜産
経営に転換することが不可欠であり、政府に次の事項を要
望する。
一　配合飼料価格安定制度の基金に国が積み増す
一　加工原料乳補給金や食肉・子牛の基準価格引上げ
一　国産飼料を増産し輸入飼料への依存を脱却する取り組
みへの支援の抜本的強化
（提出先） 内閣総理大臣　農林水産大臣

飼料価格の高騰による農家負担の軽減と、
国産飼料の増産、循環型畜産の発展を

図る施策を求める意見書

新潟県の私立高校は、建学の精神を持ち、独自性・自主
性により特色ある教育を推進してきた。県内高校生の約２
割が私立高校で学び、公教育の重要な一翼を担ってきた。
しかし、私立高校の初年度納付金は、県内平均51万円と公
立の４倍を超え、専任教員数は公立基準の約８割の水準と、
教育条件でも格差が生じている。憲法及び教育基本法は
「教育の機会均等」を謳い、学校教育法は私立学校を公教
育として明確に位置づけているにも関わらず、公費が低く
抑えられていることは憂慮すべき状況である。
よって、県は私立高校が公教育に果たしている役割を十

分理解し、学費と教育条件の公私格差是正を展望し、私立
高校への公費（私学助成）の拡充に一層努力するよう要望
する。

（提出先） 新潟県知事

私立高校への公費（私学助成）
拡充で、学費と教育条件の
公私格差是正を求める意見書

新潟県中越沖地震は甚大な被害をもたらし、３年前の中
越大震災からの再建の最中に再び足元をすくわれた被災者
も少なくない。被災者が求める支援策を速やかに実現する
ことで、再建への希望と展望を示すことが求められる。
よって、国会並びに政府は、被災者の不安軽減と早期再

建支援に特段の配慮をするよう強く要望する。
１　住宅応急修理制度の徹底と実態に即した運用
２　生活再建支援制度の要件見直しと限度額引上げ、住宅
再建を直接支援できる制度への見直し

３　生活再建支援への復興基金事業の速やかな設立
４　中越大震災並みの支援に限定しない実態を踏まえた中
小業者の再建支援

５　原子力発電所による風評被害を受けた業者に対する救
済対策と支援
（提出先） 衆議院議長　参議院議長

内閣総理大臣　総務大臣
財務大臣　経済産業大臣

新潟県中越沖地震被災者支援に関する意見書

核兵器のない世界を実現するため、国内外で大きな努力
が求められる。2010年の核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会
議に向けた準備がされている。2000年核保有５カ国は核兵
器の完全廃絶を「明確な約束」としたが、現在も実行の道
筋はついていない。いまなお世界には膨大な核兵器が維持
配備され、核使用を示唆する発言が繰り返され、新世代核
兵器開発や北朝鮮の核実験で拡散の危機も現実となってい
る。
こうした状況の打開に、ヒロシマ・ナガサキを体験した

国として、核兵器の廃絶の努力を世界に呼びかける義務が
ある。自らも証として非核三原則を遵守し世界に範を示さ
なければならない。
政府は「核兵器廃絶の提唱・促進」「非核三原則の遵守」

を国連や国会で内外に宣言し、各国政府に核兵器のない世
界のための共同の努力を呼びかけるよう求める。
（提出先） 内閣総理大臣　外務大臣

「非核日本宣言」を求める意見書
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18年度一般会計決算審査状況
平成18年度一般会計決算議案は、13人で構成する一般会計決算審査特別委員会を設置し、第3セク

ター関係の審査を含め5日間にわたり審査しました。
委員会では、採決の結果賛成多数で可決すべきものと決まりました。本会議最終日において、賛

成・反対の討論が行われ、賛成多数で可決されました。（※ 以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

総
務
常
任
委
員
会
関
係

総
務
常
任
委
員
会
関
係

第
三
セ
ク
タ
ー
関
係

第
三
セ
ク
タ
ー
関
係

Ｑ

す
べ
て
一
般
入
札
に
な
っ
た
の
か
。

Ａ

法
律
で
は
一
般
競
争
入
札
が
原
則
で

あ
る
。十
九
年
度
の
入
札
予
定
価
格
で
は
、

庁
内
検
討
会
議
で
事
前
公
表
の
取
り
扱
い

を
検
討
し
た
が
、
公
表
を
取
り
止
め
た
。

Ｑ

市
税
の
不
納
欠
損
額
が
前
年
比
の
半

分
に
は
な
っ
た
が
、
大
半
が
固
定
資
産
税

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
。

Ａ

不
納
欠
損
は
、
五
年
経
過
に
よ
る
時

効
成
立
と
執
行
停
止
に
よ
る
滞
納
処
分
の

猶
予
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
執
行
停
止
後

三
年
間
継
続
し
て
の
猶
予
が
、
固
定
資
産

税
の
占
め
る
割
合
が
多
い
理
由
で
あ
る
。

三
年
前
は
現
在
よ
り
も
景
気
が
悪
く
倒
産

す
る
法
人
も
多
く
、
状
況
が
改
善
し
な
か

っ
た
の
で
執
行
を
停
止
し
た
。

Ｑ

公
金
の
運
用
に
お
け
る
基
本
姿
勢
は
。

入
札
関
連

収
納
関
連

公
金
管
理
関
連

Ａ

十
三
年
度
に
市
資
金
保
管
及
び
運
用

基
準
を
定
め
、
公
金
を
運
用
し
て
い
る
。

十
八
年
度
決
算
で
、
歳
計
現
金
に
係
る
預

金
に
は
利
子
は
生
じ
て
い
な
い
。
当
時
と

比
べ
利
率
ベ
ー
ス
も
上
が
っ
て
お
り
、
少

し
で
も
運
用
益
が
上
が
る
よ
う
資
金
運
用

に
取
り
組
み
た
い
。
基
金
の
利
子
合
計
は

六
十
万
円
ほ
ど
あ
る
。

Ｑ

庁
舎
建
設
基
金
に
一
億
円
を
積
ん
だ

が
、
建
設
に
は
幾
ら
必
要
か
。
財
政
調
整

基
金
の
四
十
四
億
円
は
庁
舎
建
設
に
使
用

で
き
る
の
か
。
建
設
資
金
の
長
期
的
展
望

が
必
要
で
は
。

Ａ

庁
舎
建
設
基
金
の
現
在
高
は
、
十
三

億
七
千
万
円
、
財
政
調
整
基
金
は
四
十
四

億
円
で
あ
る
。
財
政
調
整
基
金
は
基
本
的

に
ど
こ
に
充
て
て
も
よ
い
が
、
仮
に
庁
舎

建
設
が
あ
っ
た
場
合
に
不
足
が
あ
れ
ば
充

当
も
可
能
で
は
あ
る
。
合
併
で
庁
舎
が
分

散
し
老
朽
化
も
し
て
お
り
、
積
立
金
が
一

億
円
で
は
あ
と
二
十
年
も
か
か
り
建
物
が

も
た
な
い
。
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ

固
定
資
産
評
価
の
た
め
、
標
準
地
の

評
価
基
準
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
と
言

う
が
、
ど
こ
が
上
が
り
ど
こ
が
下
が
っ
た

の
か
。

Ａ

バ
ブ
ル
景
気
が
弾
け
土
地
価
格
の
下

落
が
続
い
て
お
り
、
十
年
度
か
ら
毎
年
修

正
を
行
っ
て
い
る
。
十
八
年
度
は
三
〇
七

地
点
の
土
地
を
鑑
定
評
価
し
、
三
〇
二
地

点
で
下
落
、
駅
前
三
地
点
、
西
新
発
田
二

地
点
で
は
下
落
し
て
い
な
い
。
鑑
定
評
価

地
点
は
、
新
発
田
地
区
六
十
五
地
点
、
豊

浦
地
区
三
十
二
地
点
、
紫
雲
寺
地
区
五
地

点
、
加
治
川
地
区
五
地
点
で
行
っ
た
。

庁
舎
建
設
基
金
関
連

固
定
資
産
評
価
関
連

一般会計決算審査特別委員会の様子

Ｑ

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
と
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
が
昼
利
用
の
希
望
が
多
い
が
。

Ａ

ヨ
ガ
は
人
気
が
あ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
状
態
。
高
齢
者

等
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
参
加
に
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を

含
め
、
昼
間
開
催
を
検
討
す
る
。

Ｑ

会
員
の
独
自
活
動
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
に
協
力
で
き
な
い

事
実
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
変
貌
を
目
指
し
、
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
た
い
の
か
。

Ａ

今
年
四
月
に
自
立
化
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て

い
る
。
全
国
事
例
を
参
考
に
、
会
員
増
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ

新
規
ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
が
進
ま
な
い
中
、十
二
ス
ポ
ン
サ

ー
が
抜
け
た
よ
う
だ
が
、今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
の
か
。

Ａ

新
規
ス
ポ
ン
サ
ー
を
一
件
で
も
多
く
獲
得
し
て
、
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
た
い
。

Ｑ

カ
リ
オ
ン
ホ
ー
ル
外
観
な
ど
全
面
改
装
計
画
を
相
談
し
た

の
か
。

Ａ

数
年
前
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
結
婚
式
場
と
す
る
に
は
改

装
が
必
要
。
平
成
十
九
年
度
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
し

た
。
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
も
貸
す
な
ど
営
業
努
力
を
し
て
い
る
。

Ｑ

紫
雲
の
里
の
宿
泊
数
が
維
持
で
き
て
い
る
要
因
は
。

Ａ

宿
泊
は
、
八
月
が
最
盛
期
で
、
県
の
体
育
施
設
等
に
よ
り

夏
休
み
合
宿
が
年
々
増
え
て
い
る
。

Ｑ

支
払
利
息
や
製
造
原
価
、
耐
用
年
数
は
。

Ａ

年
間
約
七
二
〇
万
円
を
返
済
。
保
守
点
検
は
年
二
回
四
基

で
約
五
〇
〇
万
円
。
二
十
年
持
つ
。

入
札
関
連

（
財
）新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公
社

（
財
）新
発
田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た

（
株
）月
岡
開
発

（
株
）紫
雲
寺
記
念
館

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）
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社
会
文
教
常
任
委
員
会
関
係

社
会
文
教
常
任
委
員
会
関
係

Ｑ

過
去
五
年
間
で
胃
が
ん
、
乳
が
ん
等
の
検

診
受
診
対
象
者
が
合
併
に
よ
り
増
え
て
い
る
に

か
か
わ
ら
ず
、
十
八
年
度
の
受
診
率
が
落
ち
て

い
る
理
由
は
。

Ａ

受
診
の
申
し
込
み
は
、
十
七
年
度
ま
で
は

保
健
自
治
会
の
協
力
に
よ
り
一
軒
一
軒
配
布
回

収
を
行
い
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高
い
回

収
率
で
あ
っ
た
。
十
八
年
度
は
、
個
人
情
報
保

護
法
の
関
係
に
よ
り
、
郵
送
に
よ
る
配
布
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
回
収
率
が
六
十
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
で
未
回
収
が
か
な
り
あ
っ
た
。
受
診
対

象
者
は
増
え
た
が
、
検
診
の
申
し
込
み
方
法
に

よ
り
減
じ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

Ｑ

消
防
団
員
の
削
減
計
画
の
中
で
、
女
性
消

防
団
員
の
増
員
が
あ
る
の
は
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
が
増
え
る
中
、
予
防
消
防
の
啓
発
に
関
わ

る
が
市
の
考
え
は
。

Ａ

女
性
消
防
団
員
は
、
合
併
前
は
三
名
で
合

併
後
八
名
と
な
っ
た
。
予
防
、
高
齢
者
世
帯
訪

問
活
動
を
含
め
意
識
啓
発
を
進
め
て
い
る
が
、

消
防
団
の
再
編
成
を
消
防
団
主
導
で
実
施
し
て

い
る
中
、
対
策
と
し
て
女
性
消
防
団
員
の
増
員

を
公
募
も
含
め
考
え
て
い
る
。

Ｑ

各
消
防
団
か
ら
小
型
消
防
ポ
ン
プ
、
積
載

車
の
導
入
要
望
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で

の
充
足
状
況
は
。

Ａ

基
準
に
基
づ
き
配
備
す
る
が
、配
備
率
は
、

Ｂ
３
動
力
ポ
ン
プ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
積
載

車
九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
加
治
川
地
区

で
積
載
車
配
備
率
が
低
い
が
、
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
配
備
を
目
指
し
た
い
。

健
康
検
診
関
連

消
防
団
関
連

Ｑ

市
内
で
手
り
ゅ
う
弾
等
が
見
つ
か
り
ロ

シ
ア
人
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
が
十

八
年
度
の
外
国
人
登
録
数
は
。

Ａ

十
九
年
三
月
末
現
在
で
、二
十
三
カ
国
、

四
五
四
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
国
籍
別
で

は
中
国
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
上
位
三
カ

国
で
六
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

Ｑ

調
理
場
業
務
の
委
託
料
は
人
件
費
が
主

で
あ
る
と
思
う
が
、
何
食
分
を
何
人
で
調
理

に
あ
た
っ
て
い
る
の
か
。
新
加
治
川
統
合
小

学
校
で
は
、
ど
う
い
う
体
制
と
な
る
の
か
。

Ａ

業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る
調
理
場
は
、

西
共
同
調
理
場
の
委
託
料
が
七
四
八
〇
万
円

で
三
〇
六
二
食
を
二
十
六
人
で
調
理
し
、
紫

雲
寺
調
理
場
が
二
一
四
一
万
円
で
七
四
七
食

を
八
人
で
調
理
し
て
い
る
。

来
年
新
設
の
加
治
川
小
学
校
で
は
、
北
共

同
調
理
場
か
ら
給
食
を
搬
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

Ｑ

図
書
館
の
本
が
、
必
要
な
と
こ
ろ
で
破

か
れ
て
い
る
と
聞
く
。
弁
償
金
四
万
七
千
円

と
あ
る
が
件
数
は
増
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、

故
意
に
よ
る
も
の
か
過
失
に
よ
る
も
の
な
の

か
。

Ａ

図
書
資
料
等
の
弁
償
が
十
冊
程
度
で
六

千
円
。
あ
と
は
図
書
利
用
者
カ
ー
ド
の
紛
失

に
よ
る
再
発
行
の
手
数
料
で
あ
る
。

図
書
の
切
り
取
り
は
、
常
に
点
検
し
、
か

な
り
の
数
を
発
見
し
て
い
る
が
、
完
全
に
は

把
握
し
て
い
な
い
。
美
術
関
係
写
真
や
料
理

レ
シ
ピ
が
多
い
。
そ
れ
ら
を
展
示
し
モ
ラ
ル

を
啓
発
し
て
い
る
。

学
校
給
食
関
連

図
書
関
連

Ｑ 有機資源センターを中心に様々な事業展開を行っ
ているが、施策評価表に「農家の理解を得られない」
とあるが、指導販売にあたる農協の理解が得られてい
ないのでは。
Ａ 施策評価表で堆肥を使った農産物づくりが目標未
達成の点、生産者へのＰＲ不足の点については、市が
製造した堆肥のメリット・デメリットを示し、農家の
皆さんの声を聞き、それを市が活かす行為が不十分で
あったことの評価である。農協での理解が得られてい
ないような話は初耳で、農協担当者とは「市の堆肥を
使った農産物づくりを進めなければならない」と話し
ている。農協内の意思の統一を図ってもらえるよう説
明を重ねたい。

Ｑ 農道舗装用原材料で1,565万円の決算額だが、昔
は2,000万円位の予算であった。合併して地域が広
くなったにもかかわらず額が減ってきている理由は。
Ａ 10年ほど以前は2,000万円以上の予算を計上して
いた。その後、ほ場整備が着実に進み、この決算額程
度で需要が満たされているものと捉えている。また、
19年度からは、事業の見直しにより現物支給方法から
土地改良区への補助金支給方法に切り替えたが、大き
な混乱はない状況である。

産業経済常任委員会関係
有機資源センター関連

農業用原材料支給関連

産業経済常任委員会関係

Ｑ 河川維持修繕費県委託金が2,500万円で多額の
歳入であるが、その具体的な内容は。
Ａ 加治川、新発田川、今泉川、中田川、太田川、荒
川、松岡川、坂井川など県の1、2級河川の除草を行う
もので、面積63ヘクタール、距離で97kmの除草費用
に充てられた。除草作業の委託先は、農家組合、土地
改良区、業者にお願いした。

Ｑ 水害防止対策事業の18年度実施状況と今後の取
り組みは。災害用の麻袋等の備蓄状況は。
Ａ 舟入地域の道路のかさ上げを実施、東新地域の調
査を19年度開始。何基かある排水ポンプを降雨状況に
合わせた分析改良や、ゲートのプログラム変更を行っ
た。麻袋91,000枚、杭4,250本、他に縄、むしろ、ビニ
ールシート、スコップ等を備蓄している。

Ｑ 公共空地利活用事業の施策評価が低いが、公園は
町内会等に管理委託され地域によって整備の差があ
る。関係課で連携をして理想的な公園づくり、地域で
のまちづくりに取り組めないか。
Ａ 公共空地は40カ所、1.8ヘクタールある。1ヘクタ
ール未満の土地は、公園利用を町内会等と相談してい
る。活用見込みのない土地は公売の方針である。空地
の利用方法等は精査中で20年度から着手したい。

建設常任委員会関係
河川管理関連

水害防止関連

公共空地関連

建設常任委員会関係

外
国
人
登
録
関
連
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果
や
市
債
残
高
へ
の
市
税
充
当
分
の
推
移
等
を
分
解
し
て
説

明
す
れ
ば
十
分
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
固
定
経
費
や
運
営
経

費
も
減
っ
て
お
り
、
職
員
が
汗
し
て
頑
張
っ
て
き
た
成
果
で

あ
る
。

地
域
別
の
費
用
対
効
果
、
優
先
順
位
を
政
策
と
突
き
合
わ

せ
て
予
算
組
み
を
作
っ
て
い
く
。
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
健

全
財
政
を
貫
い
て
行
き
た
い
。

Ｑ

健
全
財
政
に
は
評
価
制
度
も
貢
献
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
十
八
年
度
決
算
の
市
長
の
総
括
は
。

Ａ

固
定
経
費
、
運
営
経
費
を
削
減
で
き
、
事
業
経
費
や
財

政
調
整
基
金
に
回
せ
た
。
全
職
員
が
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
今
後
も
内
部
的
経
費

の
節
減
に
努
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
市
民
満
足
の
た
め
の
事

業
費
を
捻
出
し
た
い
。

〔16〕

政和会　稲垣　富士雄
18年度決算は、実質収支が前年度に引き続き黒

字決算であった。国県の交付税等が年々減少し、市
の税収が伸び悩む中、市長をはじめ執行部の努力に
より財源を有効に執行した結果の決算である。駅前
土地区画整理事業、西園保育園移転事業、加治川統
合小学校建設事業など大型プロジェクトがあり予算
段階から重要な事業であった。地域の要望や合併建
設事業が誠実かつ着実に対処され、市の一体感に一
層努力するよう要望を加え、決算認定に賛成する。

新政会　中村　功
安心できる子育て、安定した収入、安全な生活環

境の整備、十分な医療と福祉があれば自然に人口が
増える。前年比較で人口減となったが世帯数は増え
将来に期待が持てる。県立病院の高度救急医療やハ
ザードマップにより安心と安全の準備ができた。駅
前整備、都市計画道路建設、コミュニティバス運行、
上下水道拡充整備など生活環境の改善も図られつつ
ある。油断できないが、歳入も市税収納や工業団地
で明るい兆しが見え、決算は適切であり賛成する。

清友会　比企　広正
合併後はじめての通年予算で、まちづくり総合計

画基本構想を見直し中期計画で成果目標を数値化し
た。まちづくりの方向性と課題を市民に示し市民視
点の自治体経営に取り組み、新生新発田の新たなま
ちづくりのスタートの年であった。歳入は市税の未
納が減少され収納システムの効果と職員の努力によ
る。歳出では大型建設事業がほぼ計画どおり目的が
達成され、特に駅前周辺整備は市全体の活性化につ
ながると期待する。これら成果により賛成とする。

新
発
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

Ｑ

新
発
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
も
道
路
、
東
公
園
、

い
こ
い
の
広
場
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
が
市
長
の
評
価
は
。

Ａ

一
〇
五
億
円
の
巨
額
を
投
じ
て
の
駅
前
開
発
で
あ
る
。

市
単
独
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
県
と
の
約
束
で
あ
る
癒
し
の

公
園
も
整
備
し
、
東
公
園
に
あ
っ
た
大
倉
喜
八
郎
の
胸
像
移

転
も
行
っ
た
。
高
齢
者
の
方
か
ら
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
つ
い

て
の
苦
情
な
ど
一
部
未
解
決
の
難
問
が
残
る
が
、
お
お
む
ね

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

Ｑ

入
札
制
度
改
革
に
よ
る
落
札
額
の
低
下
は
評
価
す
る

が
、
透
明
性
、
公
平
性
等
の
観
点
か
ら
九
十
四
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
落
札
率
は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
ず
、
よ
り
一
層
の

入
札
制
度
改
革
が
望
ま
れ
る
が
市
長
の
考
え
は
。

Ａ

平
成
二
十
一
年
度
に
は
電
子
入
札
が
導
入
さ
れ
る
。
副

市
長
が
市
建
設
工
事
契
約
等
審
査
委
員
会
の
委
員
長
と
な

り
、
担
当
部
課
長
を
交
え
て
議
論
し
、
直
す
べ
き
も
の
は
直

し
て
き
て
い
る
。
入
札
高
止
ま
り
対
策
で
入
札
予
定
価
格
を

非
公
表
と
し
た
が
、
透
明
性
や
競
争
性
が
あ
り
、
そ
の
う
え

で
入
札
効
果
が
現
れ
て
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
競
争
原

理
を
働
か
せ
な
が
ら
入
札
制
度
改
革
を
継
続
し
て
行
い
立
派

な
入
札
制
度
を
作
り
た
い
。
建
設
業
界
に
も
理
解
を
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

Ｑ

市
の
借
金
が
八
七
〇
億
円
も
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
十

八
年
度
で
は
十
七
億
円
が
増
え
、
市
民
が
不
安
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
公
債
費
比
率
で
は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
市
民
要
望
や
施
策
事
業
に
対
す
る
予
算
付
け

や
財
政
的
負
担
に
つ
い
て
の
市
民
説
明
が
必
要
で
は
。

Ａ

市
民
に
分
か
り
や
す
い
財
政
説
明
が
必
要
と
思
っ
て
い

る
。
単
に
市
債
残
高
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
事
業
成

◎
森
田
　
国
昭

○
比
企
　
広
正

五
十
嵐
　
孝

佐
藤
　
真
澄

中
村
　
　
功

青
木
　
泰
俊

高
橋
　
幸
子

高
橋
　
正
春

入
倉
　
直
作

長
谷
川
健
吉

渋
谷
　
恒
介

大
沼
　
長
栄

◎委員長　○副委員長

一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会一般会計決算審査特別委員会

宮
崎
　
善
男 
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ホームページ上で「会議録」を検索閲覧できます。

また、｢市議会だより｣のバックナンバー（83号以

降）を見ることができます。

☆市ホームページ☆
http://www.city.shibata.niigata.jp/

傍聴してみませんか
・「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員
会」が傍聴できます。
・午前１０時から始まります。
・「本会議」「各常任委員会」「議会運営委員
会」は、市役所２階の議場または委員会室
で行います。
・傍聴希望の方は、当日市役所２階議会事務
局までお越しください。

本会議をエフエムしば
たで生放送します。
生放送は本会議開始

（午前10時）から終了ま
で全て放送します。
緊急情報や休憩などに

より中断することがあり
ます。

11月26日　　告示日、議会運営委員会

11月27日　　請願・陳情・意見書提出期限

11月29日　　議会運営委員会

12月 3日　　本会議（提案理由説明・委員会付

託）

12月10日　　本会議（一般質問第１日目）

12月11日　　本会議（一般質問第２日目）

12月12日　　総務常任委員会

12月13日　　社会文教常任委員会

12月14日　　産業経済常任委員会

12月17日　　建設常任委員会

12月19日　　議会運営委員会

12月21日　　本会議（最終日）

民主クラブ　青木　泰俊
実質単年度収支は黒字で、基金にゆとりができた

ことは喜ぶべきこと。収入の増加、特に収納率の向
上は収納努力の現われと評価する。市債残高は増加
であるが、市税の負担は増えていない。三位一体改
革の中、新しい基準による市財政の見通しを示す必
要がある。施策評価の実施により施策や事業の水準
を上げ、職員や議員の能力、市民や地域の力を発揮
させることは大事。市民力、地域力の向上を目指す
点で一定の成果があり、決算の認定に賛成である。

公明党　高橋　幸子
決算は13億8千万円の黒字。財政調整基金積立

により健全財政に努めた。歳入の26％が市税で、
収入済額が前年比4億3千万円増。市民税の定率減
税額の半減や収納率向上に努めた成果。歳出は3重
要課題に共通テーマ「食育」を掲げて諸施策を推進、
適正に予算執行された。行政評価とともに財務諸表
を作成、財政状況を的確に捉え評価。住民福祉の増
進には健全財政が必須。限られた財源で優先順位と
住民参加が不可欠。さらなる経費抑制や財源確保を
望む。

無所属クラブ　渋谷　正訓
18年度地方財政計画は前年度総額を確保したが、

厳しい財政計画には変わらない。実質単年度収支は
黒字決算だが、地方債残高が一般会計で約487億
円の借金体質のままである。歳入は景気上昇や減税
削減、収納努力により税の伸びがあった。厳しい財
政状況を十分認識し本市の実態を踏まえた歳出事業
執行と受け止める。事業も計画に沿うもので、財政
力指数や実質公債費比率も全般に悪くはないと判断
でき賛成する。委員会での課題等を生かして欲しい。

日本共産党　加藤　和雄
市税の滞納処理で、悪質滞納者は論外として、生

活弱者に法律を盾に差し押さえ等を行っており十分
な配慮が必要。学校給食や保育園運営の民間委託は
十分な議論による整備計画か疑問。駅前開発では、
当初説明額を大きく上回るキャノピー工事費でお金
のかけ過ぎ。工事契約では一部業者に偏り分割発注
を含め入札制度改革が必要。児童クラブが有料化さ
れ、子どもの医療費助成は県下最低レベル。学校耐
震化対策の遅れ、障害者福祉決算額の減など国の悪
政から市民の暮らしを守る決算ではなく反対する。
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関
心
の
高
い
二
つ
の
議
案
審
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「
累
積
赤
字
8
4
5
億
円
の
具
体
的
解
消
策
作
成
を
求
め
る
陳
情
書
」
は
、

次
の
理
由
で
否
決
。

市
の
地
方
債
残
高
が
財
政
を
悪
化
さ
せ
、
財
政
破
綻
し
た
夕
張
市
の
よ
う
に

な
ら
な
い
か
と
い
う
心
配
は
理
解
で
き
る
が
、
地
方
債
（
借
金
）
の
返
済
に
市

民
の
税
金
を
ど
の
く
ら
い
使
っ
て
い
る
か
を
示
す
十
八
年
度
実
質
公
債
費
比
率

は
、
県
内
最
小
の
負
担
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
交
付
税
措
置
の
高
い
優
良
債
を
中

心
と
し
た
起
債
に
よ
り
、
市
民
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
効
率
的
な
施
策
事
業

を
行
っ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
議
会
に
は
予
算
提
案
権
は
無
い
が
、
全
て
の
施

策
事
業
の
審
議
に
お
い
て
、
健
全
財
政
の
堅
持
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

「
副
市
長
を
複
数
（
2
人
）
に
す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
」
は
次
の
理
由
で

可
決
。

合
併
で
行
政
区
域
が
拡
大
し
、
市
民
要
望
も
広
域
化
・
多
様
化
し
て
い
る
。

健
全
財
政
の
堅
持
、
病
院
跡
地
利
用
、
駅
と
周
辺
整
備
、
合
併
建
設
計
画
の
見

直
し
等
の
重
要
課
題
は
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
見
据
え
た
広
角
的
な
政
治

判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
政
策
決
定
に
関
与
し
て
き
た
収
入
役
が

廃
止
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、市
長
を
政
策
的
に
補
佐
す
る
副
市
長
２
人
制
は
、

職
務
分
担
を
明
確
す
る
こ
と
で
、
公
正
な
実
効
性
の
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
な
が
る
も
の
と
判
断
す
る
。

付
託
案
件
は
分
割
付
託
を
含
め
議
案
１２
件
、
審
査
の
結
果
、
陳
情

３
件
は
不
採
択
と
し
、
他
議
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
渋
谷
　
恒
介

条例、予算、決算等の議案12件は審査の結果、すべて可決、認定すべきものとした。
「悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するため割賦販売法の抜本的改正に関する請願」は、

賛成全員で採択すべきものと決した。
「後期高齢者医療制度の見直しを求める陳情」は、賛成少数で不採択すべきと決した。
不採択の理由は、『時期尚早ではっきりした段階で判断しても良い。また、「資格証明書を発行すべき

でない」と内容にあるが、これは制度の根本をなすことで、これを良しとすると制度の担保が取れない。
資格証を発行しないと決めつけられることは問題である。この部分が削除できなければ賛成できない』
の以上のことから。
一般会計補正予算の当委員会所管の一部を紹介する。
「県事業を受け、子ども支援推進で乳幼児医療費助成事業が予算化された。来年度、小学校入学前は

医療費３割負担が２割負担になり市の負担が軽減されると思われるが、恩恵のない方には、児童手当拡
大や所得制限の見直しが必要では」と質疑があり、「児童手当の恩恵がない世代の該当者は２～３パー
セント程度で、ほとんどは対象になる。所得制限なしとする考えはない。３割から２割負担になった分
や第３子以降の就学前の県補助拡大になった分で浮く予算の活用は、県も今後の状況等を見ながら検討
課題とするものと認識している」と答弁があった。

付託案件は分割付託を含め議案14件、審査の結果、陳情1件は不採択とし、他議案は可決
すべきものとしました。

委員長 佐藤　武男
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一
般
会
計
補
正
予
算
の
当
委
員
会
所
管
分
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

効
率
的
な
道
路
網
整
備
で
質
問
あ
り
。
中
央
町
・
緑
町
線
、
西
新
発
田
・
五

十
公
野
線
富
塚
工
区
の
十
八
年
度
の
進
捗
状
況
を
聞
く
質
疑
に
対
し
、「
二
地

区
の
進
捗
状
況
は
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。
全
体
を
通
し
て
も
一
部
用
地
交

渉
が
残
る
が
、
大
体
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
」
と
答
え
る
。

平
成
十
八
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

下
水
道
供
用
開
始
後
五
年
が
経
っ
て
い
る
。
造
っ
た
下
水
道
も
接
続
し
な
け

れ
ば
何
の
意
味
も
な
い
。
直
近
の
接
続
率
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、「
現
在

は
50
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
下
水
道
整
備
率
は
三
割
弱
で
あ
り
、
市
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
拡
大
し
て
行
き
た
い
」
と
答
え
る
。

平
成
十
八
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

今
後
、
ま
だ
簡
易
水
道
対
応
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
地
域
が
あ
る
の
か
と
の

質
疑
に
対
し
、「
今
の
計
画
予
定
で
は
簡
易
水
道
小
戸
・
車
野
地
区
の
整
備
が

最
後
に
な
る
。
来
年
度
か
ら
工
事
に
入
り
四
ヵ
年
計
画
。
そ
の
後
に
向
け
、
第

五
期
拡
張
事
業
は
、
平
成
二
十
六
年
度
完
成
と
す
る
事
業
認
可
申
請
を
行
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
新
発
田
市
の
水
道
事
業
と
し
て
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
完

成
す
る
こ
と
に
な
る
。
予
定
ど
お
り
事
業
を
進
め
て
い
く
」
と
答
え
る
。

続
い
て
、
当
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た
議
案
の
審
査
を
行
い
採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
で
す
べ
て
認
定
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

付
託
案
件
は
分
割
付
託
を
含
め
議
案
７
件
、
審
査
の
結
果
、

す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
井
畑
　
隆
二

請願3件のうち1件不採択、その審査の一部を紹介する。

「アメリカ産牛肉の輸入条件の緩和に反対し全頭検査の予算措置の継続を求める」請願は、食料の安
全確保が当然であると採択。また、「飼料価格の高騰による農家負担の軽減と国産飼料の増産、循環型
畜産の発展を図る施策を求める」請願については、自給飼料の増産の工夫と支援に努めること、消費者
価格の値上がりにつながらないようなどの討論を行い採択とした。
一般会計補正予算審査の一部紹介。

西部工業団地販売促進事業費の質問に対し、「19年度は企業等の進出協定が４社、工業団地全体の協
定と分譲は約85パーセント、早く完成するよう努力している」と回答あり。また、月岡温泉周辺整備事
業費の内容についての質問で、「月岡温泉の「ホテルニューあけぼの」「高橋館」がある通りの新湯広場
に観光客用のお休み処、足湯、イベントステージ的な施設を造る計画を進めたい。客が宿（ホテル）の
外でも楽しめるよう温泉街の町並みを大切にし、地元観光協会と意見交換しながら計画、検討を図る」
との答えがあった。その他の質疑、討論も終結し、分割付託を受けた一般会計補正予算議定の審査は原
案のとおり可決すべきと決した。続く議案の審査も行いすべて可決とすべきと決した。

付託案件は分割付託を含め議案7件、審査の結果、請願1件は不採択とし、他議案は可決
すべきものとしました。

委員長 長谷川　健吉
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九
月
定
例
会
は
、
紫
雲
寺
町
と
加
治
川
村

と
合
併
後
初
め
て
の
通
年
予
算
に
対
す
る
一

般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
審
査
結
果
を

掲
載
し
ま
し
た
。

国
の
再
建
計
画
に
基
づ
き
行
政
運
営
に
あ

た
る
夕
張
市
が
全
国
に
大
き
な
波
紋
と
な

り
、
財
政
破
綻
は
夕
張
市
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
、
健
全
財
政
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
の
財
政

力
を
表
す
「
も
の
さ
し
」
い
わ
ゆ
る
、
財
政

力
指
数
等
の
「
財
政
健
全
化
」
指
標
で
18
年

度
の
本
市
決
算
状
況
を
分
析
し
て
み
る
と
、

県
内
で
も
比
較
的
に
健
全
な
財
政
運
営
と
い

え
ま
す
。

地
方
分
権
や
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

課
題
の
中
、
市
民
の
幸
せ
の
た
め
、
孫
子
に

付
け
を
残
さ
な
い
よ
う
将
来
負
担
を
見
極
め

た
財
政
運
営
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
議
会
の
役

割
も
益
々
重
要
と
な
り
、
今
後
も
職
責
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
読
み
や
す
い
「
市

議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
編
集
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

（
文
責
　
編
集
委
員
　
高
橋
幸
子
）
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編 集 委 員

委 員 長　本間　道治
副委員長　高橋　幸子
委　　員　五十嵐　孝
〃 稲垣富士雄
〃 星野　幸雄
〃 斎藤　　明
〃 宮島　信人
〃 巌　　昭夫
〃 高橋　正春
〃 宮野　昭平
〃 佐藤　真澄

編集後記

古紙配合70％再生紙を使用しています

平成19年７月16日に発生した新潟県中越沖地震で
被災された方々におかれましては、同じ新潟県で暮
らす者として、議員一同、心からお見舞い申し上げ
ます。
また、被災地となった市町村が早期に復興される
よう願っております。
新発田市議会議員全員が被災された皆様を支援し
たいという気持ちで一致し、８月６日に新潟県災害
対策本部を通じて義援金30万円を贈りました。
この義援金は、県、日本赤十字社新潟県支部、新
潟県共同募金会等で構成される義援金配分委員会に
より被災者の方々に公平に配分されるとのことです。

本市議会
行政視察
状況
（8月～10月）

①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容
①視察先
②視察内容

☆日本共産党
①大町市、松本市、飯田市
②猿害対策
ふるさと体験交流事業
市民との協働推進の実践例
結いターン事業

☆民主クラブ
①黒石市、八幡平市
②歴史的景観保存条例
地産地消

☆新発田駅周辺等整備調査特別委員会
①新潟市、ＪＲ亀田駅、新津駅、豊栄駅
②駅橋上化施設の実態

☆産業経済常任委員会
①須坂市、長野市
②地産地消

☆議員定数に関する調査特別委員会
①稲沢市、伊賀市
②議員定数

☆建設常任委員会
①大野市
②景観行政

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●議会トピック

私
は
、
平
成
十
三
年
三

月
定
例
会
か
ら
傍
聴
を
続

け
て
い
る
。
九
月
定
例
会

の
通
告
項
目
を
見
る
と
内

容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。そ

の
中
に
は
、
県
内
二

度
の
震
災
と
防
災
の
日
の

九
月
か
ら
か「
防
災
関
係
」

の
内
容
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
う
。

市
議
会
議
員
の
一
人
一

人
は
、
市
民
の
幸
福
な
生

活
を
真
剣
に
考
え
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

特
に
以
前
質
問
し
た
内

容
を
、
追
跡
し
て
い
る
場

面
が
見
ら
れ
た
。こ
れ
は
、

行
政
の
そ
の
後
の
進
展
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い

た
。し

か
し
、
議
場
内
の
ヤ

ジ
に
聞
か
れ
る
よ
う
に

「
そ
の
こ
と
は
陳
情
で
も

い
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な

内
容
が
時
々
見
ら
れ
る
。

残
念
で
あ
る
。

ヤ
ジ
と
言
え
ば
、
平
成

十
三
年
頃
と
比
べ
る
と
本

当
に
少
な
く
な
っ
て
き

た
。
議
員
各
位
の
質
的
な

発
達
と
向
上
の
様
子
が
伺

え
る
。

一
般
質
問
が
定
着
し
て

き
た
。
片
山
市
長
の
方
針

や
状
況
が
、
一
層
明
確
に

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
大
変
に
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
る
。

一
般
質
問
の
内
容
が
、
豊
富
に
な
り
、

か
つ
充
実
し
て
き
た

一
般
質
問
の
内
容
が
、
豊
富
に
な
り
、

か
つ
充
実
し
て
き
た

伊
藤

國
夫
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